
令和7年度
年間指導計画表

単位数 2 1

2 6 2

レポ－ト内容 単　　元 学　習　内　容 メディア利用学習 学習内容

試験回数

学習目標
言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能
力を次のとおり育成することを目指す。

教科書等
新編　現代の国語

(東京書籍)
面接指導時数 レポ－ト提出回数

滋慶学園高等学校

科目 現代の国語 年次 担当者 上原　一真

第１回
レポ－ト

① １　自己を見つめる
こそそめスープ
ルリボシカミキリの青

第２回
レポ－ト

②

第５回
レポ－ト

⑤ ５　社会と関わる 鍋洗いの日々

評価の観点
と方法

レポート提出時期や内容を考慮したレポート点と単位認定試験の得点、スクーリング時の取り組み状況
などを総合的に加味し評価する。

面接指導
<スク－リング>

教科書、直近のレポートを教材に納得のいく指導を心がけます。本文中やレポートで分からない語句や漢字があ
ればそのままにせず調べるようにしましょう。親しみやすい文章ばかりですので積極的にスクーリングに参加する
ようにしてください。

第６回
レポ－ト

⑥ ７　世界とつながる りんごのほっぺ

第３回
レポ－ト

③ 2　他者に出会う 水の東西

森で染める人
真夏のひしこ漁

④ ５　社会と関わる
第４回

レポ－ト

第2回
東京書籍

鍋洗いの日々

２　他者に出会う
未来をつくる想像力

１学期　１回
自分を伝え、相手を知

ろう

第１回
NHK　Eテレ
現代の国語



令和7年度
年間指導計画表

単位数 2 1

2 6 2

学習目標
言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現
する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

教科書等
新編　言語文化

(東京書籍)

レポ－ト内容 単　　元 学　習　内　容 メディア利用学習 学習内容

面接指導時数
レポ－ト提出回

数
試験回数

滋慶学園高等学校

科目 言語文化 年次 担当者 上原　一真

第１回
レポ－ト

①

現代文編

１　随筆
２　小説

さくらさくらさくら
とんかつ

第２回
レポ－ト

②

第５回
レポ－ト

⑤

古文編

4　物語
５　紀行

伊勢物語
奥の細道

評価の観点
と方法

レポート提出時期や内容を考慮したレポート点と単位認定試験の得点、スクーリング時の
取り組み状況などを総合的に加味し評価する。

面接指導
<スク－リング>

教科書、直近のレポートを教材に納得のいく指導を心がけます。本文中やレポートで分からない語
句や漢字があればそのままにせず調べるようにしましょう。親しみやすい文章ばかりですので積極
的にスクーリングに参加するようにしてください。

第６回
レポ－ト

⑥

第３回
レポ－ト

③
古文編

古文入門

古文に親しむ
児のそら寝

羅生門
夢十夜

④

現代文編

４　小説２
５　小説３

第４回
レポ－ト

第2回
東京書籍

羅生門
（p72～p76）

現代文編

３　詩歌

柳あおめる【短歌】
雪の深さを【俳句】
冬が来た

２回　［古文］古文入門
古文の世界へ

宇治拾遺物語
児のそら寝⑴

第１回
NHK　Eテレ
言語文化

漢文編

１　漢文入門
２　漢詩

訓読の基本
故事成語
絶句と律詩



令和7年度
年間指導計画表

科目 単位数 4 年次 2～3 担当者

教科書等
必要出席

時数 4
レポ－ト提

出回数 12 試験回数 2

レポ－ト内容
メディア

利用学習
学習内容

第１回
レポ－ト

第２回
レポ－ト

第３回
レポ－ト

第４回
レポ－ト

第５回
レポ－ト

第６回
レポ－ト

第７回
レポ－ト

第８回
レポ－ト

第9回
レポ－ト

第10回
レポ－ト

第11回
レポ－ト

第12回
レポ－ト

滋慶学園高等学校

Ⅰ部　小説２
山椒魚

Ⅰ部　詩歌
永訣の朝
硝子の駒

Ⅰ部j　随筆
光の窓
雨月物語

Ⅰ部j　小説１
山月記
窓

Ⅰ部　評論１

文学国語 上原　一真

　生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に対する理解を深めるこ
とができるようにする。
　深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすとともに，創造的に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え合う力
を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
　言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い
手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

新編文学国語〈東京書籍〉

単　　元

学習目標

Ⅱ部　随筆２
　　　　戯曲

クレールという女
父と暮せば

文学のふるさと
あの朝

Ⅱ部　詩歌

言葉を生きる
詩と感情生活

こころ

学　習　内　容

小諸なる古城のほとり
平気

第１回

NHK　Eラジオ
文学国語

第2回

NHK　Eラジオ
文学国語

第１３回
近代文学の成り立ち

第２1回
古典を基にして
物語を作る

第3回

東京書籍

Ⅰ部　1 随筆
　
光の窓
小池昌代
 （ｐ8～14）

Ⅱ部　評論

Ⅱ部　小説３

Ⅰ部　小説３

評価の観点と方法

教科書、直近のレポートを教材に納得のいく指導を心がけます。本文中やレポートで分からない語
句や漢字があればそのままにせず調べるようにしましょう。親しみやすい文章ばかりですので積極
的にスクーリングに参加するようにしてください。

レポート提出時期や内容を考慮したレポート点と単位認定試験の得点、スクーリング時の取り組み
状況などを総合的に加味し評価する。

面接指導
<スク－リン

グ>

第4回

東京書籍

Ⅰ部　5 詩歌
　
永訣の朝
宮澤賢治
（ｐ98～103）

舞姫

演技する「私」
映画の可能性のために

Ⅰ部　評論２

Ⅱ部　小説２

葉桜と魔笛
蝿



令和7年度
年間指導計画表

科目 単位数 4 年次 2～3 担当者

教科書等 必要出席時数 4
レポ－ト提出

回数 12 試験回数 2

レポ－ト内容
メディア

利用学習
学習内容

第１回
レポ－ト
第２回

レポ－ト
第３回

レポ－ト
第４回

レポ－ト
第５回

レポ－ト
第６回

レポ－ト

第７回
レポ－ト

第８回
レポ－ト

第9回
レポ－ト

第10回
レポ－ト

第11回
レポ－ト

第12回
レポ－ト

滋慶学園高等学校

Ⅰ部　　４　現実の中で
思考の肺活量
安心について

Ⅰ部　　５　ものの見方
弱肉強食は自然の摂理か
複数の「わたし」

Ⅰ部　　１　広がる風景
対話とは何か
世界をつくり替えるために

Ⅰ部　　２　考える手がかり
少女たちの「ひろしま」
「ふしぎ」ということ

Ⅰ部　　３　人間と知性

論理国語 上原　一真

　実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。
　論理的，批判的に考える力を伸ばすとともに，創造的に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深
めたりすることができるようにする。
　言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，言葉を
通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

新編論理国語〈東京書籍〉

単　　元

学習目標

Ⅱ部　　３　科学と人間
鏡としてのアンドロイド
ロボットが隣人になるとき

最初のペンギン
豊かさと生物多様性

Ⅱ部　　２　新しい視点から

学ぶことと人間の知恵
ラップトップ抱えた「石器人」

はじめに「言葉」がある
楽に働くこと、楽しく働くこと

学　習　内　容

物語の外から
カフェの開店時間

第1回
NHK　Eラジオ

論理国語

第2回
NHK　Eラジオ

論理国語

第1回
入門編⑴
文章を楽しむ

第2回
入門編⑵
文章を読み解
く

第3回
東京書籍

考える手がかり
　
書く 資料を整理
し、テーマを吟味
しよう
　
（ｐ46～54）

Ⅱ部　　５　知のうくえ

Ⅱ部　　６　明日をみつめて

Ⅰ部　　６　働くよろこび

評価の観点と方法

教科書、直近のレポートを教材に納得のいく指導を心がけます。本文中やレポートで分からない語句や漢字が
あればそのままにせず調べるようにしましょう。親しみやすい文章ばかりですので積極的にスクーリングに参加
するようにしてください。

レポート提出時期や内容を考慮したレポート点と単位認定試験の得点、スクーリング時の取り組み状況などを
総合的に加味し評価する。

面接指導
<スク－リン

グ>

第4回
東京書籍

論理のカ
　
　1 つなげる力
 （ｐ148～153）

言葉は「ものの名前」ではない
科学的「発見」とは

知識における作者性と構造性
もう一つの知性

Ⅱ部　　１　時代をひらく

Ⅱ部　　４　豊かな認識

ホンモノのおカネの作り方
未来のありか



令和7年度
年間指導計画表

科目 単位数 4 年次 2～3 担当者

教科書等 必要出席時数 4
レポ－ト提出回

数 12 試験回数 2

レポ－ト内容
メディア

利用学習
学習内容

第１回
レポ－ト

第２回
レポ－ト

第３回
レポ－ト

第４回
レポ－ト

第５回
レポ－ト

第６回
レポ－ト

第７回
レポ－ト

第８回
レポ－ト

第9回
レポ－ト

第10回
レポ－ト

第11回
レポ－ト

第12回
レポ－ト

第１回
NHK　Eテレ

ベーシック国語

学習目標

滋慶学園高等学校

「問い」を考えよう
インタビューを企画・実施しよう
事務的な連絡を的確に行おう

分かりやすく説明しよう

第２４回 指示語
第２５回 接続語

第３１回 比喩表現
第３２回 印象を深
める表現

国語表現 上原　一真

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。
論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，実社会における他者との多様な関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすること
ができるようにする。
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする
態度を養う。

国保表現〈東京書籍〉

単　　元 学　習　内　容

情報の整理・伝達

分かりやすく説明しよう

いろいろな話し合い

テーマ型　小論文

論理的な文章を書こう
課題文型　小論文　　データ分析型　小論文
自己PR型　小論文

接続の言葉
SNSでのトラブル回避のために

身体で表現しよう
発声と口調
身振り・表情

「問い」を考えよう
インタビューを記事にまとめよう
「問い」の活用

自分のことをよく知る

評価の観点と方法

教科書、直近のレポートを教材に納得のいく指導を心がけます。本文中やレポートで分からない表現や単語があれ
ばそのままにせず調べるようにしましょう。親しみやすい文章ばかりですので積極的にスクーリングに参加するように
してください。

レポート提出時期や内容を考慮したレポート点と単位認定試験の得点、スクーリング時の取り組み状況などを総合的
に加味し評価する。

面接指導
<スク－リン

グ>

第2回
NHK　Eテレ

ベーシック国語

広報資料を作ろう
報告書の書き方

提案書の書き方

構成や表現の仕方を考える

論理的な文章を書こう

情報活用力を身につけよう

説得力のある提案をしよう

表現を楽しもう

「問い」を考えよう

話し合い力をつけよう



令和7年度
年間指導計画表

単位数 2 年次 2～3 担当者

必要出席時
数 2

レポ－ト提出
回数 6 試験回数 2

メディア
利用学習

学習内容

滋慶学園高等学校

科目 国語演習 上原　一真

教科書等 国語必携　ライトパーフェクト演習(尚文出版)

評価の観点
と方法

各回のレポートへの取り組みやスクーリング、試験の結果を総合的に判断して評価する。

常用漢字・慣用表現を身につける。
文章を読んで発問に適切に答える力をつけ
る。

第４回
レポ－ト

漢字・慣用句④

演習問題（小説・評論）②

第５回
レポ－ト

漢字・慣用句⑤
演習問題（小説・評論）③

常用漢字・慣用表現を身につける。
文章を正しく読んで発問に適切に答える練習
をする。

常用漢字・慣用表現を身につける。
文章を正しく読んで発問に適切に答える力を
つける。

面接指導
<スク－リング>

教科書、直近のレポートを教材に納得のいく指導を心がけます。各人が問題意識をもってスクーリングに参加するよう
にしてください。

学習目標

基礎的な国語を適切に表現し的確に理解する能力（読む力・書く力）を育成し、思考力や想像力を伸ばし，言語感覚を磨き，言語文化に対する関心を深め，進んで表現
することによって国語の向上や社会生活の充実を図る態度を育てる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国語に必要
な「読み、書き」を中心に正確に文章を読むことに加え、基礎的な漢字、慣用表現などの社会で必要な知識を身につけることを目的とし、豊かな国語力を養わせる。また
進学、就職といったそれぞれの多様的な進路に対応し、その進路に向けた発展的な「読み、書き」・国語常識・一般教養などに重点を置き、実用的な知識を身につけさせ
演習問題を中心に国語力を高めるような取り組みを行う。

レポ－ト内容 単　　　　元 学　習　内　容

第１回
レポ－ト

国語常識①
漢字・慣用句①
四字熟語・ことわざ①

国語全般（国語常識）の知識を深める。
常用漢字・慣用表現・四字熟語・ことわざを
学習し身につける。

第２回
レポ－ト

国語常識②
漢字・慣用句②
四字熟語・ことわざ②

第３回
レポ－ト

漢字・慣用句③

演習問題（小説・評論）①

国語全般（国語常識）の知識を深める。
常用漢字・慣用表現・・四字熟語ことわざを
学習し身につける。

常用漢字・慣用表現を学習し身につける。
文章を正しく読んで発問に適切に答える練習
をする。

第6回
レポート

漢字・慣用句⑥
演習問題（小説・評論）④



令和7年度
年間指導計画表

科目 単位数 4 年次 2～3 担当者

教科書等 必要出席時数 4
レポ－ト提出回

数 12 試験回数 2

レポ－ト内容
メディア

利用学習
学習内容

第１回
レポ－ト

第２回
レポ－ト

第３回
レポ－ト

第４回
レポ－ト

第５回
レポ－ト

第６回
レポ－ト

第７回
レポ－ト

第８回
レポ－ト

第9回
レポ－ト

第10回
レポ－ト

第11回
レポ－ト

第12回
レポ－ト

評価の観点と方法

教科書、直近のレポートを教材に納得のいく指導を心がけます。本文中やレポートで分からない表現や単語があれ
ばそのままにせず調べるようにしましょう。親しみやすい文章ばかりですので積極的にスクーリングに参加するように
してください。

レポート提出時期や内容を考慮したレポート点と単位認定試験の得点、スクーリング時の取り組み状況などを総合的
に加味し評価する。

面接指導
<スク－リン

グ>

学習目標

方丈記
平家物語

随筆について
ゆく河の流れ・壇の浦の合戦

王朝女流文学について
若紫・倭建命

土佐日記
更級日記

干支について・古文常識について
馬のはなむけ・門出

第27回 史記
～ 四面楚歌⑴ 時
利あらず ～

十訓抄
小倉百人一首の世界

短歌について
大江山の歌・小倉百人一首の世界

第4回
東京書籍

古文編 Ⅰ部
5 日記を読む

・土佐日記
　　　馬のはなむけ
　　　帰京
　　　　　　　（53～57）

俳句について
蛸売りの八助・芭蕉

滋慶学園高等学校

源氏物語
古事記

世間胸算用
近世俳句論

文─二編
古体詩─五首

儒家と道家

項羽と劉邦
小話─三編

史記について・故事成語について
鼓腹撃壌・燕雀安知鴻鵠之志哉

第3回
東京書籍

古文編 Ⅰ部
1 説話に親しむ

・宇治拾遺物語
    小野篁、広才のこと
・十訓抄
    大江山の歌
　　　　　　　　（9～13）

徒然草
枕草子

古典文学史について　九月二十日のころ
ありがたきもの・雪のいと高う降りたるを

小話─四編
唐詩─八首

漢文の基本・漢詩について
蛇足・登岳陽楼・登高

第1回
NHK　Eラジオ

古典探究

第2回
NHK　Eラジオ

古典探究

第34回
源氏物語
～若紫⑴～

漢文特有の読みについて
雑説・飲酒・子夜呉歌

中国の二大思想について
論語・性相近也・不忍人之心・人之性悪

上原　一真

　生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の伝統的な言語文化に対する理解を深めることができるようにする。
　論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，古典などを通した先人のものの見方，感じ方，考え方との関わりの中で伝え合う力を高
め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
　言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，言葉を通して他
者や社会に関わろうとする態度を養う。

新編古典探究〈東京書籍〉

単　　元 学　習　内　容

古典探究

伊勢物語
大和物語

古典仮名遣いについて
初冠・姨捨

宇治捨遺物語
竹取物語

敬語表現について
小野篁、広才のこと・天の羽衣



令和7年度

年間指導計画表

科目 単位数 3 年次 １～３ 担当者

教科書等
面接指導時

数 3
レポ－ト提

出回数
試験回数 2

レポ－ト内容 メディア利用学習 学習内容

第１回　レポ－ト

第２回　レポ－ト

第３回　レポ－ト

第４回　レポ－ト

第５回　レポ－ト

第６回　レポート

第７回　レポ－ト

第８回　レポ－ト

第９回　レポート

第10回　レポ－
ト

第11回　レポ－
ト

第12回　レポー
ト

評価の観点と方法

　スク－リングでは、各回レポ－トの締切日直近回のレポ－トを解説します。出席するときには必ずレポ－トを持参し、確認・訂正した上
で、レポ－トを提出してください。レポ－ト作成に参考になる授業プリントも活用します。問題点を解消し、理解を深め、新たな発見を得られ
るような授業にしたいと思います。必要出席時数の確保だけにこだわらず、積極的に出席してください。

　レポ－トの提出時期や内容を考慮したレポ－ト点と定期考査の得点、スク-リング時の取り組み状況などを総合的に加味し評価する。

　　５節　資源・エネルギー問題
　

　　６節　工業の立地と工業地域の変容
　

　　７節　第三次産業

　10節　オセアニア
第３編　現代世界と日本の国土像
第1章　持続可能な国土像の探究
　　1節　日本の地理的諸課題を読み解く
　　2節　持続可能な国土像の探究

　①化石燃料への依存と国家間の対立
　②化石燃料から再生可能エネルギーへ
　③日本の資源エネルギー問題
　①工業の立地と工業地域　　②繊維・鉄鋼・石油化学
　③自動車・エレクトロニクス　④新しい技術と工業
　⑤グローバル化と工業地域の再編
　⑥工業の知識集約化　　⑦日本の工業とその変容
　①サービス経済化の進展と流通産業の発達
　②情報通信業とその集積　　③医療・福祉産業の課題

　①多文化共生の課題　　②オセアニアの資源と産業
　③オセアニアと他地域との結びつき

　①日本の地域構造　　②日本の国土政策
　①課題と仮設の設定　　②仮説の検証と考察、さらなる探究へ

面接指導
<スク－リング>

　　２節　民族・言語・宗教
　　３節　民族問題
　
　　４節　現代の国家と領土問題
第２編　現代世界の地誌的考察
第１章　現代世界の地域区分
　 １節　地域区分の意義と方法

　①世界の民族と言語　　②世界の宗教
　①世界の多様な民族問題　　②紛争と難民
　③民族問題をどう乗りこえるか
　①国家の領域と国境線　　②領土問題の要因と解決への取り組み
　
　①地域区分の意義　　②さまざまな地域区分の方法
　③地域の考察方法

第２章　現代世界の諸地域
　　１節　東アジア
　

　　２節　東南アジア
　
　　３節　南アジア

　①中国の改革開放と急速に進む工業化
　②中国の農業・農村の近代化と都市化　③環境問題などの課題
　④経済成長により広がる中国の影響力　⑤韓国の経済成長と地域構造
　⑥韓国の都市・農村の変化と生活文化
　①東南アジアの多様な文化     ②東南アジアの地域性と農業
　③ASEANの政治と経済発展　　④国家間の格差などの課題
　①グローバル化と南アジアの経済発展　②大都市の形成と格差の問題
　③インドの人口増加と農村の変化　④南アジア世界の多様性と統一性

東京書籍
インターネット講

座

①第1編1節
世界をつくる地

形

※放送内容は
第1回

レポート範囲

②第1編3節
気候と人々の生

活

※放送内容は
第2回

レポート範囲

　　４節　西アジアと中央アジア
　
　　５節　北アフリカとサハラ以南アフリカ
　
　　６節　ヨーロッパ

　①交易の歴史と人々の生活　　②乾燥地に適応した生活文化と宗教
　③資源開発にみられる二つの地域の違い
　①多様な文化の成り立ち　　②モノカルチャー経済克服の課題
　③アフリカの発展と新たな課題
　①ヨーロッパ統合の流れ　　②ヨーロッパの農業とその変容
　③ヨーロッパの産業とその変容　　④EUの拡大と地域格差
　⑤揺らぐ「一つのヨーロッパ」

　　７節　ロシア
　
　　８節　アングロアメリカ
　

　　９節　ラテンアメリカ

学習目標

　　４節　日本の自然環境と自然災害
　
　　５節　世界の環境問題

第２章　産業と資源
　　１節　産業の発展と社会的分業

地理探究

　社会的事象の地理的見方・考え方を働かせ、課題を追求したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体
的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成することを目指す。

東京書籍　地理探究　７０１

単　　元 学　習　内　容

　①地形を作る力　　②プレートの運動とさまざまな境界
　③変動態の地形　　④安定陸塊（安定地塊）の地形
　⑤河川が作る地形　　⑥海岸と海にみられる地形
　⑦気候や地質の影響が強い地形

　①気候の見方　　②大気大循環と気候
　③海洋と陸水　　④世界の植生・土壌
　①ケッペンの気候区分　　②熱帯の特徴と人々の生活
　③乾燥帯の特徴と人々の生活　　④温帯の特徴と人々の生活（１）
　⑤温帯の特徴と人々の生活（２）　⑥亜寒帯（冷帯）・寒帯の特徴と
　　　人々の生活　　⑦高山気候の特徴と人々の生活

　①日本の地形と自然災害　　②日本の地形と自然災害
　③自然災害と防災・減災の取り組み
　①地球規模の環境問題　　②地球温暖化の背景と影響
　③オゾンホール、大気汚染の背景と影響
　④森林破壊の背景と地域性　　⑤砂漠化・水問題の背景と地域性
　⑥日本の環境問題
　①産業の変遷　　②産業構造と地域構造

　地理探究へのステップアップ　１　２　３
第1編　現代世界の系統地理的考察
　第1章　自然環境
　　 1節　世界の地形

　　２節　気候と自然環境
　
　　３節　気候と人々の生活

　①多様な民族と宗教　　②ポスト社会主義時代の暮らし
　③周辺国との産業・資源をめぐる関係の変化
　①アングロアメリカの農業　　②多民族社会がかかえる問題
　③世界最大のアングロアメリカ経済
　④先端産業の発展と鉱工業地域の変化　　⑤情報社会に移行する大都市圏
　①ラテンアメリカの成り立ち　　②ラテンアメリカの産業の発展と経済成長
　③森林破壊などの問題

滋慶学園高等学校

第３章　交通・通信、貿易、観光
　　１節　交通・通信
　　２節　貿易と経済連携
　　３節　観光
第４章　人口、村落・都市
　　１節　人口

　①交通の発達（１）　　　②交通の発達（２）　　③情報通信技術の発達
　①貿易の自由化と経済連携　　②現代貿易の課題
　①観光の発達と地理的展開　　②さまざまな観光
　①世界の人口分布と人口増加
　②人口動態と人口ピラミッド　　③人口移動の変遷と今日の姿

　　２節　人口問題
　　３節　村落・都市
　
　　４節　居住・都市問題
第５章　生活文化、民族・宗教
　　１節　生活文化の地域性

　①発展途上国の人口問題　　②先進国の人口問題
　①村落の機能と携帯　　②都市の機能と都市システム
　③都市の内部構造と大都市圏
　①発展途上国の居住・都市問題　　②先進国の居住・都市問題
　③日本の居住・都市問題
　①文化と環境　　②世界の食生活　　③世界の住居・衣服

　①農業の立地と携帯　　②世界のさまざまな農業地域
　③グローバル化と農業地域の変容　　④拡大する世界の農産物流通
　⑤世界の林業・水産業　　⑥日本の農林水産業
　①食料問題の背景と地域性　　②食料問題の解決に向けて
　③日本の食糧問題
　①世界のエネルギー需要　　②化石燃料
　③電力生産　　　　④金属資源

　　２節　農林水産業
　

　　３節　食糧問題
　
　　４節　エネルギーと鉱産資源

9

長野　康平



令和7年度
年間指導計画表

科目 単位数 3 年次 2 担当者

教科書等
面接指導時

数 3
レポ－ト提出

回数 9 試験回数 2

レポ－ト内容 メディア利用学習 学習内容

第１回　レポ－ト

第２回　レポ－ト

第３回　レポ－ト

第４回　レポ－ト

第５回　レポ－ト

第６回　レポート

第７回レポート

第８回レポート

第９回レポート

第２章　西アジアと地中海周辺

第３章　南アジア

　６　イスラーム世界の成立
　７　中世初期の東西ヨーロッパ

　１　南アジアにおける国家形成
　２　インド世界の形成

評価の観点と方法

　スク－リングでは、各回レポ－トの締切日直近回のレポ－トを解説します。出席するときには必ずレポ－トを持参し、確認・
訂正した上で、レポ－トを提出してください。レポ－ト作成に参考になる授業プリントも活用します。問題点を解消し、理解を深
め、新たな発見を得られるような授業にしたいと思います。必要出席時数の確保だけにこだわらず、積極的に出席してくださ
い。

　レポ－トの提出時期や内容を考慮したレポ－ト点と定期考査の得点、スク-リング時の取り組み状況などを総合的に加味し
評価する。

面接指導
<スク－リング>

１　アジア・太平洋戦争と日本の敗戦
２　帝国の解体と分断国家の形成
３　アジア諸国の独立と脱植民地化
４　朝鮮戦争と東アジアの「冷戦」
１　冷戦と政治・経済秩序
２　アジア・アフリカ諸国の独立と第三勢力
３　平和共存と社会主義圏の多極化

　
　　第２１章　冷戦の変容・終結と
　　　　　　　　　　　経済のグローバル化
　
　　第２２章　２１世紀の地球的課題と
　　　　　　　　　　　　　　　　　人類社会

１　アメリカ合衆国の覇権の動揺と冷戦の変容
２　冷戦の変容と世界の諸地域
３　冷戦の終結とその後の世界
４　アメリカ合衆国の復調とグローバル化
１　グローバル化にともなう世界の変容
２　地球的諸課題　３　新たな秩序変容

①アテネ民
主政治

②ローマ帝
国の繁栄

③キリスト教
の成立

  １　産業革命と工業化
　２　アメリカ合衆国とラテンアメリカ諸国の独立
　３　フランス革命とウィーン体制
　４　自由主義の台頭と新しい革命の波
　５　１９世紀後半のヨーロッパ諸国
　６　南北アメリカの発展
　１　産業氏j本主義の世界への波及と欧米社会
　２　西アジアの危機と改革のはじまり
　３　南アジア・東南アジアの民族運動
　４　清における開発の限界と二つのアヘン戦争

第１６章　アジア・アフリカ諸国の統治再編と
             世界分割の進行

第１７章　第一次世界大戦の展開と諸地域の変容
　

第１８章　国際協調体制の動揺と第二次世界大戦

 １　列強の覇権争い　　２　西アジア・中央アジアの変革
 ３　南アジア・東南アジアの民族運動
 ４　清の体制転換と近代国家建設の模索
１　第１次世界大戦
２　ヴェルサイユ体制と国際秩序の再編
３　大戦後のアメリカ合衆国とヨーロッパ
４　アジア・アフリカでの国家形成の動き
１　世界恐慌と政治経済の変容
２　国際協調体制の動揺
３　第２次世界大戦の開戦と展開
４　戦後秩序構想と冷戦の形成

第１９章　第２次世界大戦と戦後の東アジア

第４編　グローバル化と地球的課題
第２０章　冷戦の世界化と国際制度

　１　アフリカ 　２　オセアニア 　３　古アメリカ
　
  １　イスラーム世界の発展 　２　イスラーム文化
   １　中世ヨーロッパ社会の展開
　２　中世西ヨーロッパ社会の成熟
　３　中世西ヨーロッパの文化　４　中世ヨーロッパ社会の再
編
　５　ルネサンス

第６章　アフリカ、オセアニア、古アメリカ

第2編　諸地域の交流と再編
第7章　イスラーム世界の拡大と繁栄
第８章　中世ヨーロッパ

第３編　一体化していく世界
第１４章　国民国家と近代社会の形成

第１５章　世界市場の形成とアジア諸国の変容

序章　世界史へのまなざし
第1編　諸地域の歴史的特質
　　第1章　古代文明の出現

第２章　西アジアと地中海周辺

滋慶学園高等学校

学習目標

第４章　東南アジア

第５章　東アジアと中央ユーラシア

世界史探究 長野　康平

　社会的事象の歴史的見方・考え方を働かせ、課題を追求したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主
体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成することを目指す。

東京書籍　世界史探究　701

単　　元 学　習　内　容

　１　農業と気候
  ２　古代オリエントとエーゲ海地域
　３　南アジアの古代文明
　４　東アジアにめばえた文明

  １　古代オリエントの統一
　２　古代ギリシアとヘレニズム世界
　３　ローマ帝国と地中海世界
　４　古代末期の社会と地中海世界の解体
　５　地中海世界とアジア

  １　海の道の形成と東南アジア
　２　東南アジア諸国家の再編成
　１　古代帝国の誕生　２　中国の分裂と多様化
　３　隋唐帝国と東アジア
　４　草原地帯のトルコ化とイスラーム化

第3回
ギリシア・ロー

マ
と地中海

（NHK高校講
座）

レポート第２回
の内容



令和７年度
年間指導計画表

科目 単位数 2 年次 2 担当者

教科書等
面接指導時

数 2
レポ－ト提出

回数 6 試験回数 2

レポ－ト内容 メディア利用学習 学習内容

第１回　レポ－ト

第２回　レポ－ト

第３回　レポ－ト

第４回　レポ－ト

第５回　レポ－ト

第６回　レポ－ト

滋慶学園高等学校

学習目標

第２編
国際理解と国際協力

地理総合 長野　康平

　社会的事象の地理的見方・考え方を働かせ、課題を追求したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化す
る国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成す
ることを目指す。

地理総合（東京書籍）

単　　元 学　習　内　容

第１章
私が暮らす世界
第２章
地図や地理情報システムの役割

第３章
資料から読み取る現代世界
第１章
人々の生活文化と多様な地理的環境
　 １節　生活文化の多様性と国際理解

　 ２節　　生活文化と自然環境①地形

　 ３節　　生活文化と自然環境②気候

第１編
地図や地理情報システムでとらえ
る現代社会

第１編
地図や地理情報システムでとらえ
る現代社会
第２編
国際理解と国際協力

評価の観点と方法

　スク－リングでは、各回レポ－トの締切日直近回のレポ－トを解説します。出席するときには必ずレポ－トを持参し、
確認・訂正した上で、レポ－トを提出してください。レポ－ト作成に参考になる授業プリントも活用します。問題点を解消
し、理解を深め、新たな発見を得られるような授業にしたいと思います。必要出席時数の確保だけにこだわらず、積極的
に出席してください。

　レポ－トの提出時期や内容を考慮したレポ－ト点と定期考査の得点、スク-リング時の取り組み状況などを総合的に
加味し評価する。

第２編
国際理解と国際協力

第３編
持続可能な地域作りと私たち

   ３節　　人口問題
　 ４節　　食糧問題
   ５節　　居住・都市問題
　 ６節　　民族問題
　 ７節　　持続可能な社会の実現をめざし
て

２節　　冷戦と世界経済第１章　　自然環境と防災

第２章　　生活圏の調査と地域の展望

面接指導
<スク－リング>

第１回
地球で暮らすっ
てどういうこと？
～地球上の生活

～
（NHK高校講座）

※放送はレポー
ト第１回の内容

①球体としての地球
の特徴

②球面上の暮らし
③地球儀と世界地

図

　 ４節　　生活文化と産業
第２章
さまざまな地球的課題と国際協力
　 １節　　地球環境問題
　 ２節　　資源・エネルギー問題

第２編
国際理解と国際協力



令和7年度
年間指導計画表

科目 単位数 3 年次 3 担当者

教科書等 必要出席時数 3
レポ－ト提出

回数 9 試験回数 2

レポ－ト内容 メディア利用学習 学習範囲

第１回　レポ－ト

第２回　レポ－ト

第３回　レポ－ト

第４回　レポ－ト

第５回　レポ－ト

第６回　レポ－ト

第7回　レポ－ト

第８回　レポート

第９回　レポート

評価の観点と方法

担当者より一言

　スク－リングでは、各回レポ－トの締切日直近回のレポ－トを解説します。出席するときには必ずレポ－トを持参し、確認・訂正した上で、
レポ－トを提出してください。レポ－ト作成に参考になる授業プリントも活用します。問題点を解消し、理解を深め、新たな発見を得られるよ
うな授業にしたいと思います。必要出席時数の確保だけにこだわらず、積極的に出席してください。

　レポ－トの提出時期や内容を考慮したレポ－ト点と定期考査の得点、スク-リング時の取り組み状況などを総合的に加味し評価する。

　レポ－ト作成については問題文をよく読み、教科書・学習書をていねいに調べることが基本になります。あせらずに粘り強くレポ－トを作成
してください。授業やレポ－トなど興味がわいた物事については色々と調べてみてください。　現代の日本が抱える課題の多くは、歴史的に
形成されてきたものです。それらの課題を解決していくためには、歴史的な思考力、公正な判断力、豊かな表現力を身につけることが必要
です。これらのねらいを達成できるようしっかり学習しましょう。

面接指導
<スク－リング>

滋慶学園高等学校

学習目標

第2編　中世の日本と世界
　第1章　中世社会の成立
　
　第2章　歴史資料と中世の展望
　

　第3章　中世社会の展開　（1節）

日本史探究 長野　康平

　社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際
社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の優位な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成することを目指す。

東京書籍　日本史探究　７０１

単　　元 学　習　内　容

１　旧石器時代の日本
２　縄文文化
３　弥生文化と小国家の形成
　
１　先史・古代の歴史を組み立てる資料の特質
２　東アジアとの交流の中で浮かびあがる歴史
３　木簡が語る律令国家の実態

１　大和王権と古墳文化
２　飛鳥の朝廷と文化

３　律令国家の形成と白鳳文化
４　平城京と天平文化

2節　摂関政治と貴族文化
1　平安遷都と唐風文化
2　貴族社会と摂関政治
3　国風文化

１　朝廷政治の変容
２　武士の政治進出

１　武家権力による日本社会の変容
２　厳しい自然環境での人々の生存戦略
３　中世日本の国際交流

1節　武家政権の成立と朝廷
1 鎌倉幕府の誕生　　2　執権による政治
3　モンゴル襲来と社会の変貌
4　鎌倉の仏教と文化

①NHK(高校講座
第10回

鎌倉幕府はどのよ
うな政権だったのだ

ろうか

②東京書籍
インターネット講座

第2編3章
武家政権の成立と

朝廷

レポート第3回範囲

第1編　先史・古代の日本と東アジア
　第1章　先史社会の生活と文化
　

　第2章　歴史資料と先史・古代の展望

　第3章　古代社会の形成と展開（1節　1・2）

　第3章　古代社会の形成と展開（1節　３・４，2節）

第3章　中世社会の展開　（2節）

　第３章　近現代社会の展望
　５節　占領と改革
　
　６節　国際社会への復帰と高度経済成長
　
　
　７節　アジア情勢の変化と経済大国日本

　
　８節　新しい国際秩序と日本の課題
　
　

第3編　近世の日本と世界
　第1章　近世社会の形成
　

　第2章　歴史資料と近世の展望
　

　第3章　近世社会の展開　（1節　１）

　第3章　近世社会の展開　（1節　２・３・４・５）

第４編　近現代の地域・日本と世界
　第1章　近代社会の幕開け
　
　第2章　歴史資料と近現代の展望

　第3章　近現代社会の展望
　１節　近代的制度の導入と新しい国際関係

　２節　国民国家と資本主義社会の成立

　第3章　近現代社会の展望
　３節　両大戦間期の日本
　

　４節　第２次世界大戦と日本

１　地球的世界の形成と日本
２　織豊政権による全国統一
３　桃山文化

１　参勤交代と幕藩体制
２　百姓たちの生活世界
３　江戸時代の対外関係

１　江戸幕府と大名・朝廷

２　近世の身分と人々の暮らし
３　アジアの中の幕藩体制
４　武断政治から分地政治へ
５　幕藩体制下の社会の発展

１　享保の改革と経済の発展
２　近世社会の成熟と危機の始まり
３　幕藩体制の立て直し
４　幕藩体制の動揺

2節　武家支配の広がりと国際交流
1　南北朝の動乱と室町幕府の成立
２　倭寇と東アジア国際交流
３　室町時代の社会と経済活動
４　自立する戦国大名
５　室町文化

１　占領と日本国憲法の成立
２　冷戦開始と経済復興

１　国際社会への復帰と対米協調
２　高度経済成長

１　１９７０年代の国際社会と日本
２　安定成長への転換

１　激変する世界と日本
２　２１世紀の日本

１　開国と開港
２　幕府の崩壊と明治維新

１　資本主義の発展と生活
２　国民国家と政治参加
３　世界の中の近現代日本

1　制度改革と殖産興業政策
２　文明開化と教育制度の整備
３　東アジア世界のなかの明治政府
４　政府専制への不満
１　立憲政治の成立
２　対外関係の変容と日清戦争
３　産業革命と資本主義の定着
４　教育制度の整備と新しい文化
５　日露戦争と帝国日本
６　日露戦争後の社会と政治

１　都市化・重工業化と生活の変化
２　政党政治とデモクラシー
３　国際社会のなかの日本

１　昭和恐慌と立憲政治の動揺
２　中国侵略と戦時体制への移行
３　戦時体制の強化と第二次世界大戦の展開



令和7年度
年間指導計画表

科目 単位数 2 年次 1 担当者

教科書等
面接指導時

数 2
レポ－ト提出

回数 6 試験回数 2

レポ－ト内容 メディア利用学習 学習内容

第１回　レポ－ト

第２回　レポ－ト

第３回　レポ－ト

第４回　レポ－ト

第５回　レポ－ト

第６回　レポ－ト

評価の観点と方法

スク－リングでは、各回レポ－トの締切日直近回のレポ－トを解説します。出席するときには必ずレポ－トを持参
し、確認・訂正した上で、レポ－トを提出してください。レポ－ト作成に参考になる授業プリントも活用します。問題点
を解消し、理解を深め、新たな発見を得られるような授業にしたいと思います。必要出席時数の確保だけにこだわ
らず、積極的に出席してください。

レポ－トの提出時期や内容を考慮したレポ－ト点と定期考査の得点、スク-リング時の取り組み状況などを総合的
に加味し評価する。

第４章　　グローバル化と私たち

第４章　　グローバル化と私たち

１節　　グローバル化への問い

２節　　冷戦と世界経済

３節　　世界秩序の変容と日本

４節　　現代的な諸課題の形成と展望

面接指導
<スク－リング>

学習目標

第３章　　国際秩序の変化や
　　　　　　大衆化と私たち

歴史総合 長野　康平

　社会的事象の歴史的見方・考え方を働かせ、課題を追求したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル
化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能
力を育成することを目指す。

新選　歴史総合（東京書籍）

単　　元 学　習　内　容

１節　　歴史と私たち
２節　　歴史の特質と資料
１節　　近代化への問い
２節　　結びつく世界と日本の開国

３節　　国民国家と明治維新

４節　　近代化と現代的な諸課題

１節　　国際秩序の変化や大衆化への問い

２節　　第１次世界大戦と大衆社会

３節　　経済危機と第２次世界大戦
４節　　国際秩序の変化や大衆化と
        現代的な諸課題

第３章　　国際秩序の変化や
　　　　　　大衆化と私たち

第１章　　歴史の扉

第２章　　近代化と私たち

第２章　　近代化と私たち

滋慶学園高等学校

第８回
第一次世界大
戦と戦後の世

界
（ＮＨＫ高校講

座）

※放送はレ
ポート第３回の

内容

①　大衆社会の
時代

②　第一次世界
大戦の展開

③　国際協調体
制の形勢



令和7年度
年間指導計画表

科目 単位数 2 年次 1 担当者

教科書等
面接指導時

数 2
レポ－ト提出

回数 6 試験回数 2

レポ－ト内容 メディア利用学習 学習内容

第１回　レポ－ト

第２回　レポ－ト

第３回　レポ－ト

第４回　レポ－ト

第５回　レポ－ト

第６回　レポ－ト

滋慶学園高等学校

学習目標

第２部　　自立した主体として社会に
　　　　　　参画する私たち

公共 長野　康平

　人間と社会の在り方についての見方・考え方を働かせ、現代の諸課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視
野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民とし
ての資質・能力を育成することを目指す。

公共　　（東京書籍）

単　　元 学　習　内　容

第１章　公共的な空間を作る私たち
　　　　　　　　　ー社会のなかの自己
第２章　公共的な空間における人間としての
　　　　　在り方生き方
　　　　　　　　　ー共に生きるための倫理

第３章　公共的な空間における基本的原理
　　　　　―わしたちの民主的な社会
第１章　　民主政治と私たち

第２章　　法の働きと私たち

第１部　　｢公共」のとびら

第１部　　｢公共」のとびら

第２部　　自立した主体として社会に
　　　　　　参画する私たち

評価の観点と方法

　スク－リングでは、各回レポ－トの締切日直近回のレポ－トを解説します。出席するときには必ずレポ－トを持参し、確
認・訂正した上で、レポ－トを提出してください。レポ－ト作成に参考になる授業プリントも活用します。問題点を解消し、理
解を深め、新たな発見を得られるような授業にしたいと思います。必要出席時数の確保だけにこだわらず、積極的に出席し
てください。

　レポ－トの提出時期や内容を考慮したレポ－ト点と定期考査の得点、スク-リング時の取り組み状況などを総合的に加
味し評価する。

第２部　　自立した主体として社会に
　　　　　　参画する私たち

第２部　　自立した主体として社会に
　　　　　　参画する私たち
第３部　　持続可能な社会作りに
　　　　　　参画するために

第４章　　私たちの職業生活
第５章　　国際社会のなかで生きる私たち
　　　　　　テーマ１・テーマ２

第５章　　国際社会のなかで生きる私たち
　　　　　　テーマ３・テーマ４
１　　探究のイメージをつかもう
２　　探求プロセス

面接指導
<スク－リング>

第４回
民主政治と政治参

加①
（NHK高校講座）

※放送は第２回レ
ポートの内容

①　私たちの民主政
治

②地方自治のしくみ
と役割

③国会内閣のしくみ
と役割

第３章　　経済社会で生きる私たち
第２部　　自立した主体として社会に
　　　　　　参画する私たち



令和7年度
年間指導計画表

科目 単位数 2 年次 3 担当者

教科書等
必要出席時

数 2
レポ－ト提出

回数 6 試験回数 2

レポ－ト内容
NHK(回)
高校講座

東京書籍
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ授業

第１回　レポ－ト

第２回　レポ－ト

第３回　レポ－ト

第４回　レポ－ト

第５回　レポ－ト

第６回　レポ－ト

３節　１　戦後日本経済の発展
　　　 ２　日本経済の現状
４節　１　郊外と環境保全
　　　 ２　農業・食料問題
　　　 ３　中小企業の現状と課題
　　　 ４　情報化の進展と社会の変化
　　　 ５　消費者問題
       ６　雇用と労働問題
　　 　７　社会保障と福祉

　3節　日本経済の発展と現状
　4節　福祉社会と日本経済の課
題

第1篇　現代日本の政治と経済
　第1章　現代日本の政治
　1節　民主政治の基本原理
　2節　日本国憲法の基本原理

　3節　日本の政治機構
　4節　現代政治の特質と課題

滋慶学園高等学校

第２回
　民主政治の成立
（NHK高校講座）

放送は第１回のレ
ポート内容

①民主政治
の条件、社会

契約説

②法の支配、
基本的人権

の確立

③国民主権、
権力分立

　第3章　現代日本の諸課題
第2編　グローバル化する国際社
会
　第1章　現代の国際政治
　１節　国際政治のしくみ
　２節　複雑化する国際政治と日
本

　第2章　現代の国際政治
　１節　国民経済と国際経済
　２節　世界経済の現状と課題
　第3章　国際社会の諸課題

１節　１　国際政治の特質
　　　 ２  国際社会と国際法
　　　 ３  国際連合の役割と課題
２節　１　戦後国際関係の展開と日本
　　　 ２　冷戦後の国際関係と日本
　　　 ３　地域主義の動き
　　　 ４　軍縮の動向と課題
　　　 ５　紛争・難民・テロリズム
　　 　６　国際社会における日本の役割

１節　１　貿易と国際収支
　　　 ２　戦後国際経済体制の展開
　　　 ３　発展途上国の経済
２節　１　グローバル化する世界経済
　　　 ２  地球環境問題
　　　 ３　資源・エネルギー問題
　　　 ４　人口・貧困・感染症
第３章　１　グローバル化にともなう社会変
容
　　　　　２　地球環境と資源・エネルギー問
題
　　　　　３　国際的な経済格差の是正
　　　　　４　イノベーションの促進と成長市場
　　　　　５　民族問題と紛争の解決

学習目標

　第2章　現代日本の経済
　1節　現代の資本主義経済
　2節　現代経済のしくみ

政治・経済 長野　康平

　社会の在り方についての見方・考え方を働かせ、現代の諸課題を追究したり解決に向けて構想したりする活動を
通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の優位な形
成者に必要な公民としての資質・能力を育成することを目指す。

東京書籍　政治・経済　７０１

単　　元 学　習　内　容

1節　１　民主政治の成立
　　　 ２　法と民主政治
　　　 ３　基本的人権の確立
       ４　現代の民主政治
       ５　世界の主な政治体制
2節　１　日本国憲法の制定と基本原理
　　 　２  基本的人権の保障
       ３　平和主義

3節　１　国会と立法
       ２　内閣と行政
　　　 ３　裁判所と司法
       ４　地方自治
4節　１　戦後政治と政党
       ２　選挙と政治意識
       ３   世論と政治参加

1節   1 経済活動の意義
       ２　資本主義経済の発展と変容
２節　１　経済主体と経済の循環
　　　 ２　生産のしくみと企業
　　　 ３  市場経済の機能と限界
       ４　国民所得と経済成長
　　　 ５　金融のしくみと機能
　　　 ６　財政のしくみと機能

評価の観点と方法

担当者より一言

　スク－リングでは、各回レポ－トの締切日直近回のレポ－トを解説します。出席するときには必ずレポ－トを持参
し、確認・訂正した上で、レポ－トを提出してください。レポ－ト作成に参考になる授業プリントも活用します。問題点
を解消し、理解を深め、新たな発見を得られるような授業にしたいと思います。必要出席時数の確保だけにこだわ
らず、積極的に出席してください。

　レポ－トの提出時期や内容を考慮したレポ－ト点と定期考査の得点、スク-リング時の取り組み状況などを総合
的に加味し評価する。

　レポ－ト作成については問題文をよく読み、教科書・学習書をていねいに調べることが基本になります。あせらず
に粘り強くレポ－トを作成してください。授業やレポ－トなど興味がわいた物事については色々と調べてみてくださ
い。また、常に新聞・テレビなどのニュ－スに関心を持って、世の中の動きを注視してください。

面接指導
<スク－リング>



令和7年度
年間指導計画表

単位数 2 年次 1

2 6 2

レポ－ト内容 単　　元 学　習　内　容 メディア利用学習 学習内容

学習目標
　小学校算数・中学校数学で学んだ計算の基礎を整理・復習しながら、基礎的な知識の習
得と技能を測り、事象を数学的に考案する能力を培い、数学のよさを認識できるようにする
とともに、数学Ⅰを学習していくための土台作りとそれらを活用する態度を育てる。

教科書等
新　高校の数学
Step By Step !

面接指導時数
レポ－ト提出

回数

滋慶学園高等学校

科目 担当者 山本　哲裕

試験回数

数学入門

第１回
レポ－ト

①

Step By Step !
１～７

2～15ページ
確認問題

62～68ページ

正負の数の四則計算
公倍数、公約数
分数の性質と約分、通分
分数の四則計算
計算の順序

第２回
レポ－ト

②

Step By Step !
8～15

16～31ページ
確認問題

69～76ページ

文字を使った式、文字式の表し方
単項式と多項式の次数
多項式の整理
多項式の四則計算
単項式の乗法・除法
単項式と多項式の乗法・除法

第５回
レポ－ト

⑤

Step By Step !
25～30

50～61ページ
確認問題

88～93ページ

1次方程式
連立方程式
2次方程式

評価の観点
と方法

　レポ－トの提出時期や内容を考慮したレポ－ト点と定期考査の得点、スク-リング時の取
り組み状況などを総合的に加味し評価する。

面接指導
<スク－リング>

　スク－リングでは、各回レポ－トの締切日直近回のレポ－トを解説します。出席するとき
には必ずレポ－トを持参し、確認・訂正した上で、レポ－トを提出してください。問題点を解
消し、理解を深め、新たな発見を得られるような授業にしたいと思います。必要出席時数の
確保だけにこだわらず、積極的に出席してください。

第６回
レポ－ト

⑥
後期レポート問題の復習
４回・５回レポートのまとめ

式の展開
因数分解
式の値
1次方程式
連立方程式
2次方程式

第３回
レポ－ト

③

Step By Step !
21～24

42～49ページ
確認問題

82～87ページ

平方根の性質
根号を含む式の計算

式の展開
因数分解
式の値④

Step By Step !
16～20

32～41ページ
確認問題

77～81ページ

第４回
レポ－ト



令和7年度
年間指導計画表

科目 単位数 2 年次 3 担当者

教科書等
必要出席時

数 2
レポ－ト提出

回数 6 試験回数 2

レポ－ト内容
NHK(回)
高校講座

東京書籍
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ授

業

第６回　レポ－ト

テスト式就職数学　数学Ⅰ
テキスト17～21

テスト式就職数学　数学Ⅰ
テキスト23～25

第４回　レポ－ト

第５回　レポ－ト

テスト式就職数学　数学Ⅰ
テキスト27、28

テスト式就職数学　数学Ⅰ
テキスト1～3

テスト式就職数学　数学Ⅰ
テキスト4～6

三角比、三角比の相互関係、正弦定理、
余弦定理、図形の計量

円の性質、百分率と歩合、濃度・速度

面積、体積

滋慶学園高等学校

学習目標

第１回　レポ－ト

第２回　レポ－ト

第３回　レポ－ト
テスト式就職数学　数学Ⅰ
テキスト7～11

数学演習
（学校設定科目）

山本　哲裕

　過去の就職試験に使われた問題を解くことにより、数学Ⅰをより定着させて将来に数学を使う場
面に対応できるようにする。

テスト式就職数学 数学Ⅰ
（中部日本教育文化会）

単　　元 学　習　内　容

数の計算、整式

乗法公式、因数分解、無理数

1次方程式、連立方程式、2次方程式、
1次不等式

面接指導
<スク－リング>

評価の観点と方法

担当者より一言

　　スク－リングでは、各回レポ－トの締切日直近回のレポ－トを解説します。出席するときには必
ずレポ－トを持参し、確認・訂正した上で、レポ－トを提出してください。問題点を解消し、理解を深
め、新たな発見を得られるような授業にしたいと思います。必要出席時数の確保だけにこだわら
ず、積極的に出席してください。

　　レポ－トの提出時期や内容を考慮したレポ－ト点と定期考査の得点、スク-リング時の取り組み
状況などを総合的に加味し評価する。

　基礎的な事項について復習を行い、数学の定着につなげていきます。苦手意識を持ちがちな教
科ですが、基礎的な事項を繰り返し練習することが基本になります。あせらずに粘り強くレポ－トを
作成してください。



令和7年度
年間指導計画表

単位数 3 年次 2

3 9 2

⑦

第3章　図形と計量
第1節　三角比
第2節　三角形への応
用

鈍角の三角比
正弦定理
余弦定理
三角形の面積

⑧

第4章　集合と命題 集合
命題と集合
必要条件と十分条件

レポ－ト内容 単　　元 学　習　内　容 メディア利用学習 学習内容

学習目標
　数と式、図形と計量、二次関数、集合及びデータの分析について理解させ、基礎的な知
識の習得と技術の習熟を図り、事象を数学的に考察する能力を培い、数学のよさを認識で
きるようにするとともに、それらを活用する態度を育てる。

教科書等
新　高校の数学Ⅰ
(数研出版)

面接指導時数
レポ－ト提出

回数

滋慶学園高等学校

科目 担当者 山本　哲裕

試験回数

数学Ⅰ

第１回
レポ－ト

第２回
レポ－ト

第３回
レポ－ト

計算の基本
単項式と多項式
多項式の加法と減法
多項式の乗法
展開の公式、展開の工夫

因数分解
因数分解の工夫

根号を含む式の計算
1次方程式
不等式
不等式の解

①

第1章　数と式
第1節　数と式の計算

②

第1章　数と式
第1節　数と式の計算

③

第1章　数と式
第1節　数と式の計算
第2節　1次不等式

評価の観点
と方法

　レポ－トの提出時期や内容を考慮したレポ－ト点と定期考査の得点、スク-リング時の取
り組み状況などを総合的に加味し評価する。

面接指導
<スク－リング>

　スク－リングでは、各回レポ－トの締切日直近回のレポ－トを解説します。出席するとき
には必ずレポ－トを持参し、確認・訂正した上で、レポ－トを提出してください。問題点を解
消し、理解を深め、新たな発見を得られるような授業にしたいと思います。必要出席時数の
確保だけにこだわらず、積極的に出席してください。

⑨

第5章　データの分析 データの整理
データの代表値
データの散らばり
データの相関

第７回
レポ－ト

第８回
レポ－ト

第９回
レポ－ト

⑥

第3章　図形と計量
第1節　三角比

第４回
レポ－ト

第５回
レポ－ト

第６回
レポ－ト

関数
1次関数のグラフ
2次関数のグラフ

2次関数のグラフ
2次関数の最大値・最小値
グラフと2次方程式
グラフと2次不等式

直角三角形
三角比
三角比の利用
三角比の相互関係

④

第2章　2次関数
第1節　2次関数のグラ
フ

⑤

第2章　2次関数
第1節　2次関数のグラ
フ
第2節　2次関数の値の
変化

NHK高校講座
数学Ⅰ

第12回
2次関数の頂点



令和7年度
年間指導計画表

単位数 2 年次 2

2 6 2

⑤

第2章　図形の性質
第1節　平面図形
第2節　空間図形

第1章　場合の数と確率
第2節　確率

事象と確率
確率の計算
独立な試行と確率
条件つき確率
期待値

④

第2章　図形の性質
第1節　平面図形

図形の基本
角の二等分線と線分の比
三角形の外心、内心、重心

第３回
レポ－ト

第４回
レポ－ト

評価の観点
と方法

　レポ－トの提出時期や内容を考慮したレポ－ト点と定期考査の得点、スク-リング時の取
り組み状況などを総合的に加味し評価する。

面接指導
<スク－リング>

　スク－リングでは、各回レポ－トの締切日直近回のレポ－トを解説します。出席するとき
には必ずレポ－トを持参し、確認・訂正した上で、レポ－トを提出してください。問題点を解
消し、理解を深め、新たな発見を得られるような授業にしたいと思います。必要出席時数の
確保だけにこだわらず、積極的に出席してください。

第５回
レポ－ト

第６回
レポ－ト

第１回
レポ－ト

第２回
レポ－ト

滋慶学園高等学校

科目 担当者 山本　哲裕

試験回数

数学A

学習目標
　場合の数と確率、整数の性質または図形の性質について理解させ、基礎的な知識の習
得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察する能力を養い、数学のよさを認識できるよ
うにするとともに、それらを活用する態度を育てる。

教科書等
新　高校の数学A
(数研出版)

面接指導時数
レポ－ト提出

回数

レポ－ト内容 単　　元 学　習　内　容 メディア利用学習 学習内容

円周角の定理
円に内接する四角形
円の接線
方べきの定理
空間の直線、平面
正多面体

⑥

第3章　数学と人間の活
動

約数と倍数
素因数分解
最大公約数と最小公倍数
2進法
点の位置の表し方

NHK高校講座
ベーシック数

学
第33回

組み合わせ

①

第1章　場合の数と確率
第1節　場合の数

集合
集合の要素の個数
和の法則と積の法則
順列

②

第1章　場合の数と確率
第1節　場合の数

円順列
重複順列
組合せ

③



令和7年度
年間指導計画表

単位数 2 年次 1

8 6 2

レポ－ト内容 単　　元 学　習　内　容 メディア利用学習 学習内容

学習目標

自然と人間生活との関わり及び科学技術と人間生活との関わりについての理解を深め，科学的に
探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付ける。観察，実験などを行い，人間生
活と関連付けて科学的に探究する力を養う。自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しよ
うとする態度を養うとともに，科学に対する 興味・関心を高める。

教科書等
科学と人間生活

（東京書籍）
面接指導時数

レポ－ト提出
回数

滋慶学園高等学校

科目 担当者 髙橋　萌

試験回数

科学と人間生活

第１回
レポ－ト

① 生命の科学

微生物とその利用

さまざまな微生物

第２回
レポ－ト

② 生命の科学

微生物とその利用

私たちのくらしへの微生物の利
用

第５回
レポ－ト

⑤ 光や熱の科学

光の性質とその利用

光の進み方とその基本的な性
質

目に見える光と色の見え方
目に見えない光とその利用

評価の観点
と方法

レポートと考査の得点及び、レポート提出状況や授業中の取り組みなどを総合的に評価す
る。

面接指導
<スク－リング>

面接指導において、教科書に準じた内容をICTと授業プリント、問題集などを活用して授業
を行っていき、基本的な概念や原理・法則の理解を図る。また、観察、実験などを行うこと
で科学的に探究する力と探求しようとする態度を養い、科学に対する興味・関心を高める。

第６回
レポ－ト

⑥
宇宙や地球の科学

課題研究

自然景観と自然災害

身近な自然景観の成り立ち
自然災害の防災

第４回
（東京書籍）

4編　宇宙や地球の科
学

＜視聴内容＞
自然景観と自然災害

自然災害の防災

第３回
レポ－ト

③ 物質の科学
衣料と食品

衣料の科学

衣料と食品

食品の科学
④ 物質の科学

第４回
レポ－ト

第１回
（東京書籍）

1編　生命の科学

＜視聴内容＞
微生物とその利用

私たちのくらしへの微生
物の利用

第２回
（東京書籍）

2編　物質の科学

＜視聴内容＞
衣料と食品
食品の科学

第３回
（東京書籍）

3編　光や熱の科学

＜視聴内容＞
光の性質とその利用

目に見える光と色の見え
方

目に見えない光とその利
用



令和7年度
年間指導計画表

単位数 2 年次 2

8 6 2試験回数

学習目標

日常生活や社会との関連を図りながら，生物や生物現象について理解するとともに，科学的に探究
するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能 を身に付ける。観察，実験などを行い，科
学的に探究する力を養う。生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，
生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を養う 。

滋慶学園高等学校

科目 担当者 髙橋　萌生物基礎

教科書等
新編生物基礎
（東京書籍）

面接指導時数
レポ－ト提出

回数

レポ－ト内容 学　習　内　容 メディア利用学習 学習内容

第２回
レポ－ト

② 遺伝子とのその働き
遺伝情報とDNA

遺伝情報とタンパク質の合成

第１回
レポ－ト

① 生物の特徴
生物の多様性と共通性

生物のエネルギー

第３回
レポ－ト

③ ヒトの体の調節 ヒトの体を調節するしくみ

第４回
レポ－ト

④ ヒトの体の調節 免疫のはたらき

第５回
レポ－ト

⑤ 生物の多様性と生態系 植生と遷移

評価の観点
と方法

レポートと考査の得点及び、レポート提出状況や授業中の取り組みなどを総合的に評価す
る。

第１回
（東京書籍）

1編　生物の特徴

＜視聴内容＞
生物の多様性と共通性

第２回
（東京書籍）

2編　遺伝子とのその働
き

＜視聴内容＞
遺伝情報とタンパク質

の合成

第３回
（東京書籍）

3編　ヒトの体の調節

＜視聴内容＞
免疫のはたらき

第４回
（東京書籍）

4編　生物の多様性と生
態系

＜視聴内容＞
生態系と生物の多様性

第６回
レポ－ト

⑥ 生物の多様性と生態系 生態系と生物の多様性

面接指導
<スク－リング>

面接指導において、教科書に準じた内容をICTと授業プリント、問題集などを活用して授業
を行っていき、基本的な概念や原理・法則の理解を図る。また、観察、実験などを行うこと
で科学的に探究する力と探求しようとする態度を養い、科学に対する興味・関心を高める。



令和7年度
年間指導計画表

単位数 2 年次 2

8 6 2試験回数

学習目標

日常生活や社会との関連を図りながら，物質とその変化について理解するとともに，科学的に探究
するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付ける。観察，実験などを行い，科
学的に探究する力を養う。物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養
う。

滋慶学園高等学校

科目 担当者 髙橋　萌化学基礎

教科書等
新編化学基礎
（東京書籍）

面接指導時数
レポ－ト提出

回数

レポ－ト内容 単　　元 学　習　内　容 メディア利用学習 学習内容

第２回
レポ－ト

② 物質の構成 原子の構造と元素の周期表

第１回
レポ－ト

① 化学と人間生活 物質の成分と構成元素

第３回
レポ－ト

③ 物質の構成 化学結合

第４回
レポ－ト

④ 物質の変化 物質量と化学反応

第５回
レポ－ト

⑤ 物質の変化 酸と塩基

評価の観点
と方法

レポート提出時期や内容を考慮したレポート点と単位認定試験の得点、スクーリング時の
取り組み状況などを総合的に加味し評価する。

第１回
（東京書籍）

1編　化学と人間生活

＜視聴内容＞
物質の成分と構成元素

第２回
（東京書籍）

2編　物質の構成

＜視聴内容＞
化学結合

金属と金属結合
化学結合と物質の分類

第３回
（東京書籍）

3編　物質の変化

＜視聴内容＞
物質量と化学反応

原子量・分子量・式量
物質量

第４回
（東京書籍）

3編　物質の変化

＜視聴内容＞
酸化還元反応

酸化剤と還元剤
金属の酸化還元反応第６回

レポ－ト
⑥ 物質の変化 酸化還元反応

面接指導
<スク－リング>

面接指導において、教科書に準じた内容をICTと授業プリント、問題集などを活用して授業
を行っていき、基本的な概念や原理・法則の理解を図る。また、観察、実験などを行うこと
で科学的に探究する力と探求しようとする態度を養い、科学に対する興味・関心を高める。



令和7年度
年間指導計画表

単位数 2 年次 2

8 6 2教科書等
新編物理基礎
（東京書籍）

面接指導時数
レポ－ト提出

回数
試験回数

滋慶学園高等学校

科目 物理基礎 担当者 髙橋　萌

学習目標

日常生活や社会との関連を図りながら，物体の運動と様々なエネルギーについて理解するととも
に，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにす
る。観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。物体の運動と様々なエネルギーに主体的
に関わり， 科学的に探究しようとする態度を養う。

レポ－ト内容 単　　元 学　習　内　容 メディア利用学習 学習内容

1編　物体の運動と
　　エネルギー

＜視聴内容＞
自由落下運動

鉛直投射
水平投射

第２回
レポ－ト

②
物体の運動と
エネルギー

力の運動の法則

第１回
レポ－ト

①
物体の運動と
エネルギー

直線運動の世界
第１回

（東京書籍）

第２回
（東京書籍）

1編　物体の運動と
　　エネルギー

＜視聴内容＞
慣性の法則

「運動の変化」と「力」
作用・反作用の法則

第３回
レポ－ト

③
物体の運動と
エネルギー

力学的エネルギー

第３回
（東京書籍）

2編　さまざまな物理
　　現象とエネルギー

＜視聴内容＞
温度と熱
熱と物質

熱の移動と保存
熱と仕事

第４回
レポ－ト

④
さまざまな物理現象と

エネルギー
熱

第５回
レポ－ト

⑤
さまざまな物理現象と

エネルギー
波

面接指導
<スク－リング>

面接指導において、教科書に準じた内容をICTと授業プリント、問題集などを活用して授業
を行っていき、基本的な概念や原理・法則の理解を図る。また、観察、実験などを行うこと
で科学的に探究する力と探求しようとする態度を養い、科学に対する興味・関心を高める。

評価の観点
と方法

レポート提出時期や内容を考慮したレポート点と単位認定試験の得点、スクーリング時の
取り組み状況などを総合的に加味し評価する。

第４回
（東京書籍）

2編　さまざまな物理
　　現象とエネルギー

＜視聴内容＞
エネルギーの変換と保存

原子核のエネルギー
放射線の利用と安全性第６回

レポ－ト
⑥

さまざまな物理現象と
エネルギー

電気
エネルギーとその利用



令和7年度
年間指導計画表

単位数 4 年次 2

16 12 2

第８回
（東京書籍）

５編　生態と環境
＜視聴内容＞

個体群と生物群集生態と環境

動物の行動

生命現象と物質 細胞と物質

第１２回
レポ－ト

⑫

第６回
（東京書籍）

4編　生物の環境応答
＜視聴内容＞

動物の刺激の受容と反応

第７回
（東京書籍）

4編　生物の環境応答
＜視聴内容＞

植物の環境応答

第４回
（東京書籍）

3編　遺伝情報の発現と発生
＜視聴内容＞

遺伝情報とその発現

第５回
（東京書籍）

3編　遺伝情報の発現と発生
＜視聴内容＞

発生と遺伝子発現

第７回
レポ－ト

遺伝情報の発現と発生 発生と遺伝子発現

遺伝情報とその発現

遺伝子を扱う技術
第８回

レポ－ト
⑧ 遺伝情報の発現と発生

第６回
レポ－ト

⑥ 遺伝情報の発現と発生

⑦

第１０回
レポ－ト

⑩ 生物の環境応答 植物の環境応答

第１１回
レポ－ト

⑪ 個体群と生物群集生態と環境

第５回
レポ－ト

⑤ 生命現象と物質

第３回
（東京書籍）

２編　生命現象と物質
＜視聴内容＞

代謝とエネルギー

第４回
レポ－ト

④

代謝とエネルギー

生物の進化
生命の起源と細胞の進化
遺伝子の変化と進化のしくみ

第２回
レポ－ト

② 生物の進化 遺伝子の変化と進化のしくみ
第２回

（東京書籍）

1編　生物の進化
＜視聴内容＞

生物の系統と進化
第３回

レポ－ト
③ 生物の進化 生物の系統と進化

面接指導
<スク－リング>

面接指導において、教科書に準じた内容をICTと授業プリント、問題集などを活用して授業
を行っていき、基本的な概念や原理・法則の理解を図る。また、観察、実験などを行うこと
で科学的に探究する力と探求しようとする態度を養い、科学に対する興味・関心を高める。

評価の観点
と方法

レポートと考査の得点及び、レポート提出状況や授業中の取り組みなどを総合的に評価する。

第１回
（東京書籍）

1編　生物の進化
＜視聴内容＞

遺伝子の変化と進化のしくみ

第１回
レポ－ト

①

第９回
（東京書籍）

５編　生態と環境
＜視聴内容＞

生態系の物質生産と物質循環

第９回
レポ－ト

⑨ 生物の環境応答
動物の刺激の受容と反応

生態系の物質生産と物質循環
生態系と人間生活

学習目標

「生物基礎」との関連を図りながら，生物や生物現象をさらに広範囲に取り扱い，生物学的に探究す
る能力と態度を身に付けさせる。生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深めさせ，科学的な
自然観を育てる。観察・実験を通して自然を科学的に探究する能力を育てる。さらに，実験に対する
目的，仮説，準備，方法，結果，考察，発展という手順に従ったレポートを作成する能力を育てる。
命の営みを学習することで生命に対する畏敬の念を育て，生命を尊重する精神を養う。

レポ－ト内容 単　　元 学　習　内　容 メディア利用学習 学習内容

滋慶学園高等学校

科目 生物 担当者 髙橋　萌

教科書等
新編生物基礎
（東京書籍）

面接指導時数
レポ－ト提出

回数
試験回数



令和7年度
年間指導計画表

単位数 4 年次 2

16 12 2

1編　物質の状態
＜視聴内容＞
気体の性質

1編　物質の状態
＜視聴内容＞
溶液の性質

２編　化学反応とエネルギー
＜視聴内容＞

化学反応と熱・光

２編　化学反応とエネルギー
＜視聴内容＞

電池と電気分解

3編　化学反応の速さと平衡
＜視聴内容＞

化学平衡

4編　無機物質
＜視聴内容＞

非金属元素の単体と化合物

第９回
（東京書籍）

第１回
（東京書籍）

第２回
（東京書籍）

第３回
（東京書籍）

第４回
（東京書籍）

第５回
（東京書籍）

第６回
（東京書籍）

第７回
（東京書籍）

高分子化合物とは何か
天然高分子化合物
合成高分子化合物
化学的性質の利用と工業的製法

未来を創る化学

遷移元素の単体と化合物
金属イオンの分離と確認
有機化合物の特徴と構造
炭化水素

アルコールと関連化合物

芳香族化合物

化学平衡
化学平衡
水溶液中の化学平衡

周期表と元素
非金属元素の単体と化合物
典型金属元素の単体と化合物

Vol.2　物質編

有機化合物
高分子化合物

Vol.1　理論編
物質の状態

物質の状態

物質の状態

化学反応とエネルギー

化学反応とエネルギー

化学反応の速さと平衡

化学反応の速さと平衡

第３回
レポ－ト

③

第４回
レポ－ト

④

第５回
レポ－ト

⑤

電池と電気分解

化学反応の速さ

面接指導
<スク－リング>

面接指導において、教科書に準じた内容をICTと授業プリント、問題集などを活用して授業を行って
いき、基本的な概念や原理・法則の理解を図る。また、観察、実験などを行うことで科学的に探究す
る力と探求しようとする態度を養い、科学に対する興味・関心を高める。

評価の観点
と方法

レポート提出時期や内容を考慮したレポート点と単位認定試験の得点、スクーリング時の
取り組み状況などを総合的に加味し評価する。

⑩ 有機化合物

第１１回
レポ－ト

⑪

第６回
レポ－ト

⑥

⑦ 無機物質

第８回
レポ－ト

⑧ 無機物質
4編　無機物質
＜視聴内容＞

遷移元素の単体と化合物

６編　高分子化合物
＜視聴内容＞

合成高分子化合物

５編　有機化合物
＜視聴内容＞

炭化水素

第８回
（東京書籍）

学習目標

気体，液体，固体の性質を探究し，物質の状態変化，状態間の平衡，溶解平衡および溶液の性質
について理解する。化学変化に伴うエネルギーの出入り，反応速度および化学平衡を探究し，化学
反応に関する概念や法則を理解する。無機物質の性質や反応を探究し，元素の性質が周期表に基
づいて整理できることを理解する。有機化合物の性質や反応を探究し，有機化合物の分類と特徴を
理解する。高分子化合物の性質や反応を探究し，合成高分子化合物と天然高分子化合物の特徴
を理解する。上記の目標を達成するために 探究活動 を行い，学習内容の理解を深めるとともに，
化学的に探究する能力を高める 。

第１回
レポ－ト

①

第２回
レポ－ト

②

化学が果たす役割

第９回
レポ－ト

⑨ 有機化合物

第１０回
レポ－ト

レポ－ト内容 単　　元 学　習　内　容 メディア利用学習 学習内容

高分子化合物
第１２回
レポ－ト

⑫

第７回
レポ－ト

気体の性質
溶液の性質
固体の構造

化学反応と熱・光

滋慶学園高等学校

科目 化学 担当者 髙橋　萌

教科書等
新編化学基礎
（東京書籍）

面接指導時数
レポ－ト提出

回数
試験回数



令和7年度
年間指導計画表

単位数 3 1

15 3 2

評価の観点
と方法

レポート提出時期や内容を考慮したレポート点と単位認定試験の得点、スクーリング時
の取り組み状況などを総合的に加味し評価する。

スポーツの始まりと
変遷

第８回
（東京書籍）

文化としてのスポー
ツ

第３回
レポ－ト

①
スポーツの発祥と発

展

スポーツの高潔さとドーピン
グ

スポーツと環境

② 体育実技 自主的に行う運動

第７回
（東京書籍）

第２回
レポ－ト

①

面接指導
<スク－リング>

各々の時間で季節に合わせ、様々な種目の中から適したものを楽しみながら実践する。
身体的・精神的に実技が困難な場合はあらかじめ相談させ別途指示を出す。運動を行う
ことと健康がどのように関連しているのかを面接指導を通して学ぶ。

第５回
（東京書籍）

ハンドボール

第６回
（東京書籍）

サッカー

② 体育実技 自主的に行う運動

第９回
（東京書籍）

オリンピックとパラリ
ンピックの意義

陸上競技

第２回
（東京書籍）

水泳

② 体育実技 自主的に行う運動
第３回

（東京書籍）
器械運動

第４回
（東京書籍）

バスケットボール

スポーツの発祥と発
展

オリンピックとパラリンピック
の意義

スポーツが経済に及ぼす効
果

レポ－ト内容 単　　元 学　習　内　容 メディア利用学習 学習内容

第１回
レポ－ト

①
スポーツの発祥と発

展

スポーツの始まりと変遷

文化としてのスポーツ

第１回
（東京書籍）

学習目標
体育の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習過程
を通して、心と体を一体として捉え、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとと
もに、自己の状況に応じて体力の向上を図るための資質・能力を育成することを目指す。

滋慶学園高等学校

科目 体育 年次 担当者 内海　翔太

教科書等
現代高等保健体育(大

修館書店）
面接指導時数

レポ－ト提出回
数

試験回数



令和7年度
年間指導計画表

単位数 2 2

10 2 2

面接指導
<スク－リング>

各々の時間で季節に合わせ、様々な種目の中から適したものを楽しみながら実践する。
身体的・精神的に実技が困難な場合はあらかじめ相談させ別途指示を出す。運動を行う
ことと健康がどのように関連しているのかを面接指導を通して学ぶ。

評価の観点
と方法

レポート提出時期や内容を考慮したレポート点と単位認定試験の得点、スクーリング時
の取り組み状況などを総合的に加味し評価する。

第５回
レポ－ト

①
運動・スポーツの学

び方

技能の上達課程と練習

効果的な動きのメカニズム
第５回

（東京書籍）
スポーツが経済に及

ぼす効果

第６回
（東京書籍）

スポーツと環境

② 体育実技 自主的に行う運動

バレーボール

第２回
（東京書籍）

テニス

② 体育実技 自主的に行う運動
第３回

（東京書籍）
卓球

第４回
（東京書籍）

バドミントン

レポ－ト内容 単　　元 学　習　内　容 メディア利用学習 学習内容

第４回
レポ－ト

①
運動・スポーツの学

び方

スポーツにおける技能と体
力

スポーツにおける技術と戦
術

第１回
（東京書籍）

学習目標
体育の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習過程
を通して、心と体を一体として捉え、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとと
もに、自己の状況に応じて体力の向上を図るための資質・能力を育成することを目指す。

滋慶学園高等学校

科目 体育 年次 担当者 内海　翔太

教科書等
現代高等保健体育(大

修館書店）
面接指導時数

レポ－ト提出回
数

試験回数



令和7年度
年間指導計画表

単位数 2 3

10 2 2

学習目標
体育の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習過程
を通して、心と体を一体として捉え、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとと
もに、自己の状況に応じて体力の向上を図るための資質・能力を育成することを目指す。

滋慶学園高等学校

科目 体育 年次 担当者 内海　翔太

教科書等
現代高等保健体育(大

修館書店）
面接指導時数

レポ－ト提出回
数

試験回数

第６回
レポ－ト

①
運動・スポーツの学

び方

体力トレーニング

運動やスポーツでの安全の
確保

第１回
（東京書籍）

レポ－ト内容 単　　元 学　習　内　容 メディア利用学習 学習内容

ソフトボール

第２回
（東京書籍）

柔道

② 体育実技 自主的に行う運動
第３回

（東京書籍）
剣道

第４回
（東京書籍）

ラグビー

自主的に行う運動

面接指導
<スク－リング>

各々の時間で季節に合わせ、様々な種目の中から適したものを楽しみながら実践する。
身体的・精神的に実技が困難な場合はあらかじめ相談させ別途指示を出す。運動を行う
ことと健康がどのように関連しているのかを面接指導を通して学ぶ。

評価の観点
と方法

レポート提出時期や内容を考慮したレポート点と単位認定試験の得点、スクーリング時
の取り組み状況などを総合的に加味し評価する。

第７回
レポ－ト

①
豊かなスポーツライフ

の設計

生涯スポーツの見方・考え方

ライフスタイルに応じたス
ポーツ

第５回
（東京書籍）

生涯スポーツの見
方・考え方

第６回
（東京書籍）

ライフスタイルに応じ
たスポーツ

② 体育実技



令和7年度
年間指導計画表

単位数 2 1

2 6 2

1単元　現代社会と健康

＜視聴内容＞
生活習慣病の予防と回復
がんの原因と予防
がんの治療と回復

試験回数

学習目標
保健の見方・考え方を働かせ、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、生涯を
通じて人々が自らの健康や環境を適切に管理し、改善していくための資質・能力を育成す
る。

教科書等
現代高等保健体育(大

修館書店）
面接指導時数

レポ－ト提出回
数

第１回
（東京書籍）

レポ－ト内容 単　　元 学　習　内　容 メディア利用学習 学習内容

第４回
レポ－ト

滋慶学園高等学校

科目 保健 年次 担当者 内海　翔太

評価の観点
と方法

レポート提出時期や内容を考慮したレポート点と単位認定試験の得点、スクーリング時の取
り組み状況などを総合的に加味し評価する。

第１回
レポ－ト

① 現代社会と健康

私たちの健康のすがた
生活習慣病の予防と回復
がんの原因と予防
がんの治療と回復

第２回
レポ－ト

②

面接指導
<スク－リング>

スクーリングでは、原則各回レポートの締切日直近回のレポートを解説する。ただし、季節ごとに健康
の保持増進対する考え方が異なる場合があるため、生活習慣病に関する内容・感染症に関する内
容等を適宜取り入れながら面接指導を行う。レポート課題作成に参考になる授業プリントも活用す
る。問題点を解消し、理解を深め、新たな発見を得られるような授業をする。

第６回
レポ－ト

⑥
健康を支える環境づく

り

大気汚染と健康
水質汚濁、土壌汚染と健康
環境と健康に関わる対策

食品の安全性
保健サービスとその活用
医療サービスとその活用
医薬品の制度とその活用

④
安全な社会生活

生涯を通じる健康

応急手当の意義とその基本
日常的な応急手当
心肺蘇生法
思春期と健康

性意識と性行動の選択

第５回
レポ－ト

⑤ 生涯を通じる健康

妊娠・出産と健康
避妊法と人工妊娠中絶
結婚生活と健康
中高年期と健康
働くことと健康
労働災害と健康
健康的な職業生活

現代社会と健康

運動と健康
食事と健康

休養・睡眠と健康
喫煙と健康
飲酒と健康

薬物乱用と健康

第３回
レポ－ト

③
現代社会と健康

安全な社会生活

現代の感染症
感染症の予防

性感染症・エイズとその予防
健康に関する意思決定・行動選択

事故の現状と発生要因
交通における安全



令和7年度
年間指導計画表

単位数 2 年次 1 担当者

必要出席時数 2
レポ－ト
提出回数 6 試験回数 2

メディア
利用学習

美の秩序
生活を彩る模様

第6回
レポ－ト

第１回
レポ－ト

第3回
レポ－ト

第5回
レポ－ト

第２回
レポ－ト

第4回
レポ－ト

鉛筆デッサンの基礎を学び、実技
課題で鉛筆の特徴を生かした立体
表現を身に着ける。
実技：２B～Bの鉛筆を使用

絵画表現の多様性、創造的な表
現の工夫を学び、鑑賞で深い見方
や感じ方ができるようにする。
実技：鉛筆、色鉛筆を使用

造形の秩序を理解し、配置の法則
によって生まれる美しさを感じ取
る。模様制作で、創造的に造形の
秩序を活用し理解を深める。
実技：鉛筆、色鉛筆を使用

日本美術の表現の特質と様式を
学び、継承されているよさや美しさ
を理解する。日本の美術文化への
見方や感じ方を深める。

立体作品や映像メディア作品か
ら、表現の工夫・見方を学び、作者
の心情・意図を感じ取る。また、表
現の工夫を理解し、よさや美しさを
深く鑑賞する。

幅広いデザイン表現に触れ、使用
状況・対象者・機能性・美しさが創
造的に工夫されていることを学ぶ。
実技課題では、自ら主題の設定・
表現の工夫をし、伝達効果と美し
さについて理解を深める。
実技：鉛筆、色鉛筆を使用

⑥

日本の美術

滋慶学園高等学校

レポ－ト内容

科目

教科書等

学習目標

美術Ⅰ 野村　絵美

日本文教出版「高校美術Ⅰ」

単　　元 学　習　内　容 学習内容

美術における様々の活動を通して、生涯に渡り美術文化を愛好する感性を育てる。
実技を通して、表現能力の向上を図り創造することの喜びや理解を深める。

美術は作品から学ぶことが大変多いです。教科書に掲載の作品や、教科書の各ページ下に記載
のQRコードから観られる画像・動画を学習時にしっかり活用しましょう。
美術が日常生活の中でどのように活用されているか普段から興味関心を持ち、課題レポ－ト・面
接指導を通して主体的に知識・技能を身に付けて欲しいです。

面接指導
<スク－リング>

担当者より一言

実技指導を中心に実施します。自己の追求したい主題を、レポートで学んだ多様な表現方法を活
用して表現し、主体的な創造活動の時間にして欲しい。実技を通して、デッサン、色彩、構成、材料
や用具の生かし方など、創作活動にかかわる基本的な知識・技能を身に付けて欲しい。

評価の観点
と方法

レポ－トの提出時期（提出期限が守れているか）や内容（作品に向かう姿勢や努力、完成度、造形
的な思考力・技術力）を考慮したレポ－ト点と定期考査の得点、スク-リング時の取り組み状況など
を総合的に加味し評価します。

立体表現
映像メディア表現

鉛筆デッサン

絵画表現と鑑賞

デザイン

①

②

③

④

⑤

①

②

③

④

Eテレ・美術Ⅰ
第3回　鑑賞
第4回　色彩と感情

第6回　人を描く
第7回　風景を描く

第9回　日本美術
第11回　写真と絵画

第15回　プロダクトデザイン
第16回　マンガと
　　　　　　　アニメーション



令和7年度
年間指導計画表

単位数 2 年次 2～3 担当者

必要出席時数 2
レポ－ト
提出回数 6 試験回数 2

メディア
利用学習

①

②

③

④

Eテレ・美術Ⅰ
第1回　アートって何？
第2回　美術館

第5回　光と影
第8回　建築と美術

第10回　複製
第11回　アートと
　　　　　　　ジェンダー

第17回　映像
第18回　社会とアート

鉛筆デッサン

絵画表現

鑑賞と社会

①

②

③

④

⑤

面接指導
<スク－リング>

実技指導を中心に実施します。自己の追求したい主題を、レポートで学んだ多様な表現方法を
活用して表現し、主体的な創造活動の時間にして欲しい。実技を通して、デッサン、色彩、構成、
材料や用具の生かし方など、創作活動にかかわる基本的な知識・技能を身に付けて欲しい。

評価の観点
と方法

レポ－トの提出時期（提出期限が守れているか）や内容（作品に向かう姿勢や努力、完成度、造
形的な思考力・技術力）を考慮したレポ－ト点と定期考査の得点、スク-リング時の取り組み状況
などを総合的に加味し評価します。

デザイン

滋慶学園高等学校

レポ－ト内容

科目

教科書等

学習目標

美術Ⅱ 野村　絵美

日本文教出版「高校美術Ⅱ」

単　　元 学　習　内　容 学習内容

美術における様々の活動を通して、生涯に渡り美術文化を愛好する感性を育てる。
実技を通して、表現能力の向上を図り創造することの喜びや理解を深める。

日本の美術・琳派

第6回
レポ－ト

第１回
レポ－ト

第3回
レポ－ト

第5回
レポ－ト

第２回
レポ－ト

第4回
レポ－ト

鉛筆デッサンの基礎を学び、実技
課題で鉛筆の特徴を生かした立体
表現を身に着ける。
実技：２B～Bの鉛筆を使用

絵画表現の多様性、創造的な表
現の工夫を学び、鑑賞で深い見方
や感じ方ができるようにする。
実技：鉛筆、色鉛筆を使用

琳派の表現の特質と様式を学び、
継承されているよさや美しさを理解
する。現代につながる日本美術へ
の見方や感じ方を深める。

立体作品や映像メディア作品か
ら、表現の工夫・見方を学び、作者
の心情・意図を感じ取る。また、表
現の工夫を理解し、よさや美しさを
深く鑑賞する。

幅広いデザイン表現に触れ、使用
状況・対象者・機能性・美しさが創
造的に工夫されていることを学ぶ。
実技課題では、自ら主題の設定・
表現の工夫をし、伝達効果と美し
さについて理解を深める。
実技：鉛筆、色鉛筆を使用

自己の体験や印象、又は作品が
作られた時代背景や作者の意図
等、深い見方で鑑賞活動を行う。
現代の社会で展開されている美術
活動について学び、日常生活にお
ける美術の働きについて考察を深
める。

⑥

立体表現
映像メディア表現



令和7年度
年間指導計画表

単位数 2 1

8 6 2

音楽史

創作②

西洋音楽

旋律の雰囲気を変化させよ
う

リズムを表現しよう

言葉の音楽性

儀式や式典の音楽

現代のポピュラー音
楽

第５回
（NHK）

第６回
（NHK）

第７回
（NHK）

第８回
（NHK）

歌曲

雅楽、能、箏、尺八

Heiden roslein（野ばら）

民謡

学習目標
音楽の諸活動を通して知識と技能を高め、音楽理解を深めるとともに、音楽に対する豊
かな感性と心情を育む。

音名、音符と休符

むこうむこう、この道

楽典② 拍子、音楽記号

メディア利用学習 学習内容

面接指導
<スク－リング>

スクーリングでは各回レポートの締切日直近回のレポートを解説します。音楽室にある楽
器を使って実技演習を行います。音楽の知識と技能の習得を目指し、音楽の魅力を味わ
えるような授業にしたいと思います。

評価の観点
と方法

レポート提出時期や内容を考慮したレポート点と単位認定試験の得点、スクーリング時
の取り組み状況などを総合的に加味し評価する。

楽典①
暮らしの中にある音

や音楽

第２回
（NHK）

歌唱 日本のポップスを歌う

第３回
（NHK）

音楽のかたちと社会
のかたち

第４回
（NHK）

身のまわりの音を取
り込む

第１回
（NHK）

創作①
オノマトペでリズムアンサン

ブル

第６回
レポート

①

②

①

②

①

②

①

②

①

②

①

②

第１回
レポ－ト

第２回
レポ－ト

第３回
レポ－ト

第４回
レポート

第５回
レポ－ト

レポ－ト内容 単　　元 学　習　内　容

日本の伝統音楽②

郷土の民謡と芸能

箏

舞台芸術 オペラ、ミュージカル、バレエ

オペラ カルメン

日本の伝統音楽①

教科書等
音楽ⅠMOUSA1（教育

芸術者）
面接指導時数

レポ－ト提出回
数

試験回数

滋慶学園高等学校

科目 音楽 年次 担当者 森田香奈子



令和7年度
年間指導計画表

単位数 2 年次 1 担当者

必要出席時数 4
レポ－ト提出

回数 4 試験回数 2

メディア
利用学習

⑩

科目

教科書等

学習目標

学習内容

子どもと共に育つ

１　人生を展望する
２　目標を持って生きる

１　人生をつくる
２　家族・家庭を見つめる
３　これからの家庭生活と社会

家庭基礎

家庭基礎　自立・共生・創造（東京書籍）

人生をつくる

レポ－ト内容

第１回
レポ－ト

第２回
（東京書

籍）

第３章
１　命を育む

２　子どもの育つ力を知る１　超高齢・大衆長寿社会の到来
２　高齢期の心身の特徴
３　これからの超高齢社会

１　私たちの生活と福祉
２　社会保障の考え方
３　共に生きる

１　食生活の課題について考える
２　食事と栄養・食品
３　食品の選択と安全
４　生涯の健康を見通した食事計画
５　調理の基礎
６　食生活の文化と知恵
７　これからの食生活

生涯を見通す 第１章
２　目標を持って生きる

第２章
１　人生をつくる

滋慶学園高等学校

（１）人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境などについて、生活を主体的に営むために必要な基礎
的な理解を図るとともに、それらにかかわる技能を身に付けるようにする。
（２）家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善
し、考察したことを根拠に基づいて理論的に表現するなど、生涯を、見通して課題を解決する力を養う。
（３）様々な人々と協力し、よりよい社会の構築に向けて地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の充
実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

学　習　内　容単　　元

岡本 律子

面接指導
<スク－リング>

提出されたレポ－ト・課題を振り返りながら、楽しい実技を中心に行ないます。

評価の観点
と方法

レポ－トの提出時期や内容を考慮したレポ－ト点と定期考査の得点、スク-リング時の取り組み
状況などを総合的に加味し評価します。

⑨ 経済生活を営む

持続可能な生活を営む １　持続可能な社会を目指して

第４回
レポ－ト

１　情報の収集・比較と意思決定
２　購入・支払いルールと方法
３　消費者の権利と責任
４　生涯の経済生活を見通す
５　これからの経済生活

⑧ 住生活をつくる

１　住生活の変遷と住居の機能
２　安全で快適な住生活の計画
３　住生活の文化と知恵
４　これからの住生活

⑦

③

第２回
レポ－ト

第３回
レポ－ト

第１回
（東京書

籍）

①

②

④

⑤

⑥

超高齢社会を共に生きる

共に生き、共に支える

食生活をつくる

衣生活をつくる

1　被服の役割を考える
２　被服を入手する
３　被服を管理する
４　衣生活の文化と知恵
５　これからの衣生活

１　命を育む
２　子どもの育つ力を知る
３　子どもと関わる
４　子どもとの触れ合いから学ぶ
５　これからの保育環境



令和7年度
年間指導計画表

単位数 4 年次 1 担当者

必要出席時数 8
レポ－ト提出

回数 8 試験回数 2

メディア
利用学習

第５回
レポ－ト

⑥

⑩

⑪

第１回
（東京書籍）

第１章
２　目標を持って生きる

第２章
１　人生をつくる

第２回
（東京書籍）

第３章
１　命を育む

２　子どもの育つ力を
知る

第３回
（東京書籍）

第６章
１　食生活の課題について考え
る

３　食品の選択と安全

第４回
（東京書籍）

第９章
１　情報の収集・比較と意思決
定

２　購入・支払いのルールと方法

４　生涯の経済生活を見通す

２　食事と栄養・食品
３　食品の選択と安全
４　生涯の健康を見通した食事計画
５　調理の基礎
６　食生活の文化と知恵
７　これからの食生活

⑧ 住生活をつくる

１　住生活の変遷と住居の機能
２　安全で快適な住生活の計画
３　住生活の文化と知恵
４　これからの住生活

衣生活をつくる

１　被服の役割を考える
２　被服を入手する
３　被服を管理する
４　衣生活の文化と知恵
５　これからの衣生活

食生活をつくる

④

⑤
第３回

レポ－ト

第２回
レポ－ト

第７回
レポート

③

⑥
第４回

レポ－ト

⑦
第６回

レポ－ト

面接指導
<スク－リング>

提出されたレポ－ト・課題を振り返りながら、楽しい実技を中心に行ないます。

評価の観点
と方法

レポ－トの提出時期や内容を考慮したレポ－ト点と定期考査の得点、スク-リング時の取り組み
状況などを総合的に加味し評価します。

⑨ 経済生活を営む

持続可能な生活を営む
１　持続可能な社会を目指して
２　一人一人の力で社会を動かす

１　情報の収集・比較と意思決定
２　購入・支払いのルールと方法
３　消費者の権利と責任
４　生涯の経済生活を見通す
５　家計をマネジメントする
６　これからの経済生活

第８回
レポート

これからの生活を創造する １　生活をデザインする

滋慶学園高等学校

（１）人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境などについて、生活を主体的に営むために必要な基
礎的な理解を図るとともに、それらにかかわる技能を体験的・総合的に身に付けるようにする。
（２）家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改
善し、考察したことを根拠に基づいて理論的に表現するなど、生涯を、見通して課題を解決する力を養う。
（３）様々な人々と協力し、よりよい社会の構築に向けて地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域の
充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

学　習　内　容単　　元

岡本 律子家庭総合

家庭総合　自立・共生・創造（東京書籍）

学習内容

１　命を育む
２　子どもの育つ力を知る
３　子どもと関わる
４　子どもとの触れ合いから学ぶ
５　これからの保育環境

１　超高齢・大衆長寿社会の到来
２　高齢期の心身の特徴
３　これからの超高齢社会

１　私たちの生活と福祉
２　社会保障の考え方
３　共に生きる

１　食生活の課題について考える
２　食事と栄養・食品
３　食品の選択と安全

生涯を見通す

子どもと共に育つ

１　人生を展望する
２　目標を持って生きる

１　人生をつくる
２　家族・家庭を見つめる
３　これからの家庭生活と社会

人生をつくる

超高齢社会を共に生きる

共に生き、共に支える

食生活をつくる

レポ－ト内容

科目

教科書等

学習目標

第１回
レポ－ト

①

②



令和7年度
年間指導計画表

科目 単位数 2 年次 担当者

教科書等 必要出席時数 8 レポ－ト提出回数 6 試験回数 2

レポ－ト内容
NHK(回)
高校講座

東京書籍
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ授業

第１回
レポ－ト

① Unit 1
     Lesson 1
② Unit 1
     Lesson 2
③ Unit 1
     Lesson 3

① Unit 1
     Lesson 1
② Unit 1
     Lesson 2
③ Unit 1
     Lesson 3

第２回
レポ－ト

④ Unit 1
     Lesson 4
⑤ Unit 1
     Lesson 5
⑥ Unit 1
     Lesson 6

④ Unit 1
     Lesson 4
⑤ Unit 1
     Lesson 5
⑥ Unit 1
     Lesson 6

第３回
レポ－ト

⑦ Unit 1
     Lesson 7
⑧ Unit 1
     Lesson 8
⑨ Unit 1
     Lesson 9

⑦ Unit 1
     Lesson 7
⑧ Unit 1
     Lesson 8
⑨ Unit 1
     Lesson 9

第４回
レポ－ト

⑩ Unit 1
     Lesson 10
⑪ Unit 1
     Lesson 11
⑫ Unit 1
     Lesson 12

⑩ Unit 1
     Lesson 10
⑪ Unit 1
     Lesson 11
⑫ Unit 1
     Lesson 12

第５回
レポ－ト

⑬ Unit 2
     Lesson 1
⑭ Unit 2
     Lesson 2
⑮ Unit 2
     Lesson 3
⑯ Unit 2
     Lesson 4

⑬ Unit 2
     Lesson 1
⑭ Unit 2
     Lesson 2
⑮ Unit 2
     Lesson 3
⑯ Unit 2
     Lesson 4

第６回
レポ－ト

⑰ Unit 2
     Lesson 5
⑱ Unit 2
     Lesson 6
⑲ Unit 2
     Lesson 7
⑳ Unit 2
     Lesson 8

⑰ Unit 2
     Lesson 5
⑱ Unit 2
     Lesson 6
⑲ Unit 2
     Lesson 7
⑳ Unit 2
     Lesson 8

Unit 2 Lesson 1
　　クラスでディベート①
Unit 2 Lesson 2
　　クラスでディベート②
Unit 2 Lesson 3
　　経験談のスピーチ
Unit 2 Lesson 4
  　遊びやスポーツを紹介

Unit 2 Lesson 5　日本をPR
Unit 2 Lesson 6
　　　物語の両面を伝える
Unit 2 Lesson 7
　　　読み手を納得させる
Unit 2 Lesson 8
　　　読み手を説得する

理由を述べる，例を挙げる
　[文法]to不定詞と動名詞
相手の意見に反駁する，相手の意見を引用する
　[文法]否定語の使い方
できごとをいきいきと描写する，経験からアドバイスをする
[文法]後置修飾，受動態
ルールや手順を順序だてて説明する，聞き手の知識に合
わせて説明する　[文法]現在完了形と過去形

事実と意見を区別して述べる，文化や習慣を説明する
[文法]and, but, so
利点と欠点を述べる，話題を発展させる，話題を変える
[文法]名詞と無生物主語
自分の主張について理由を説明する，理由を要約してま
とめる
[文法]分詞構文
人の発言を直接引用する，条件を出して意見を述べる，
説得する
[文法]名詞と無生物主語

面接指導
<スク－リン

グ>

評価の観点
と方法

担当者より
一言

情報や考え，気持ちなどを，やり取りを通して伝え合うための知識・技能の獲得を図る。
論理の構成や展開を工夫することで，情報や考え，気持ちなどを，話したり・書いたりして伝える練習をする。

①授業中に生徒の言語活動の取り組み状況を観察する。（思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度）
②Modelの内容理解を確認する。（知識・技能，思考・判断・表現）
③Make Your Ownへの取り組みを評価する。（知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度）
評価項目：機能への理解とその活用，取り組みの熱心さなど
④テーマに関連した活動に使える表現について理解してるかを筆記テストする。（知識・技能）
小テスト／中間・期末考査／評価問題など
⑤ 上記課題の内容や提出状況（知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度）

スクーリングでは、それまでのレポート及び、次のレポートの内容について確認します。出席するときにはレポート、教
科書、ワークブックを持参してください。各自、わからないところ、間違ったところを確認してから出席するよう心がけて
ください。必要出席時数の確保だけにこだわらず、積極的に出席してください。

学習目標

Unit 1 Lesson 7
　　　　イベントに誘われる
Unit 1 Lesson 8
    　　スクールカウンセラーに相談
Unit 1 Lesson 9
　　　お気に入りを紹介

論理・表現Ⅰ 居合育子

1. 文脈にあった質問や答えを続けることで，情報や考え，気持ちなどを，やり取りを通して伝え合うことができる。
2. 論理の構成や展開を工夫することで，情報や考え，気持ちなどを，話して伝えることができる。
3. 論理の構成や展開を工夫することで，情報や考え，気持ちなどを，書いて伝えることができる。

NEW FAVORITE
 English Logic and Expression Ⅰ

単　　元 学　習　内　容

褒める，勧める，断る
　[文法]未来表現，可算名詞・不可算名詞，受動態
提案する，依頼する，道順を説明する
　[文法]（Could you …?や命令文など）
身近な人を紹介する，注意を引く
　[文法]現在完了形と過去形，to不定詞と動名詞

体調を伝える，体調を尋ねる，指示・アドバイスをする
　[文法]冠詞・人称代名詞，should had better
描写する，相づちを打つ
　[文法]現在形と現在進行形，現在完了形と過去形
希望を述べる，理由を述べる
　[文法]後置修飾，to不定詞と動名詞

誘う，誘いを受ける，誘いを断る
　[文法]未来表現
状況を説明する，手助けを申し出る，助言・提案する，お
礼や感謝を伝える
　[文法]（howやwhyを用いた文）
映画や本のあらすじを要約したり，登場人物などを紹介し
たりする，感想や批評を述べる
　[文法]前置修飾，後置修飾

相手に謝る，相手を許す，相手を励ます
　[文法]使役動詞，to不定詞と動名詞
共感を述べる，残念な気持ちを述べる，解決策を提案す
る　[文法]仮定法
要望や主張を述べる，理由を述べる　[文法]仮定法

Unit 1 Lesson 10
　　　待ち合わせに遅刻
Unit 1 Lesson 11
        家庭でのディスカッション
Unit 1 Lesson 12
　　　英字新聞に投稿

Unit 1 Lesson 1　初めての食事
Unit 1 Lesson 2　道に迷う
Unit 1 Lesson 3　人物紹介

Unit 1 Lesson 4　体調が悪い
Unit 1 Lesson 5　買い物
Unit 1 Lesson 6
　　　　行ってみたい場所

滋慶学園高等学校



令和7年度
年間指導計画表

科目 単位数 4 年次 担当者

教科書等 必要出席時数 16 レポ－ト提出回数 12 試験回数 2

レポ－ト内容
NHK(回)
高校講座

東京書籍
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ授業

第１回
　レポ－ト

① Lesson 1 ① Lesson 1

第２回
　レポ－ト

② Lesson 2 ② Lesson 2

第３回
　レポ－ト

③ Lesson 3 ③ Lesson 3

第４回
　レポ－ト

④ Lesson 4 ④ Lesson 4

第５回
　レポ－ト

⑤ Lesson 5 ⑤ lesson 5

第６回
　レポ－ト

第７回
　レポ－ト

⑥ Lesson 6 ⑥ Lesson 6

第8回
　レポ－ト

⑦ Leeson 7 ⑦ Lesson 7

第9回
　レポ－ト

⑧ Lesson 8 ⑧ Lesson 8

第10回
　レポ－ト

⑨ Lesson 9 ⑨ Lesson 9

第11回
　レポ－ト

⑩ Lesson 10 ⑩ lesson 10

第12回
　レポ－ト

日本の伝統文化である歌舞伎と隈取について学習する。
［言語材料］to不定詞を含む表現

江戸時代を舞台にした怪談を読み，情景や登場人物の心
情を読み取る。

面接指導
<スク－リング>

評価の観点と方法

担当者より一言

各Lessonの情報を読み取って概要や要約にまとめる学習を行う。
学んだ語句や表現を用いて自分の考えを話したり、書いたりする学習を行う。

①授業中に生徒の言語活動への取り組み状況を観察する。（思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度）
②本文の要約やPair Talk，Fun Talk!あるいはActivityの各Stepへの取り組みを評価する。（知識・技能，思考・判断・表現）
評価項目：取り組みの熱心さ，声の大きさ，発音の正確さなど
③本文の内容について読んだり，聞いたりしたことを理解しているかを筆記テストする。（知識・技能，主体的に学習に取り
組む態度）
中間・期末考査／評価問題／補充文法問題／10分間テストなど
④上記課題の内容や提出状況（知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度）

スクーリングでは、それまでのレポート及び、次のレポートの内容について確認します。出席するときにはレポート、教科書、
ワークブックを持参してください。各自、わからないところ、間違ったところを確認してから出席するよう心がけてください。必
要出席時数の確保だけにこだわらず、積極的に出席してください。

Pre-Lesson
My Plans for This Year

Lesson 1
A Colorful Island

Lesson 2
With the Beatles

滋慶学園高等学校

学習目標

Lesson 3
Wild Men

英語コミュニケーションⅡ 居合育子

１．必要な情報を聞き取り，話し手の意図を把握したり，概要や要点を目的に応じて捉えたりすることができる。
２．必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握したり，概要や要点を目的に応じて捉えたりすることができる。
３．基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを話して伝え合うやり取りを続けたり，論理性に注意して話して伝え合ったりす
ることができる。
４．基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して話して伝えることができる。
５．基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して文章を書いて伝えることができる。

All Aborad! English Communication Ⅱ

単　　元 学　習　内　容

今年の計画について考え，クラスメートと対話したり，インタ
ビューしたりする。
イタリアのブラーノ島への旅行を報告するSNSを通して，そ
の島の特色について学習する。
［言語材料］関係代名詞：what

曲をリクエストしたラジオ番組の聴取者とディスクジョッキー
の対話を通して，世代を超えて人気のあるバンドについて
学習する。
［言語材料］比較表現：more, the most

ヨーロッパの国々の祭りに登場する「ワイルドマン」につい
てのスピーチを通して，人間社会と自然について考える。
［言語材料］itの用法

世界最小の鳥であるハチドリを紹介する記事とハチドリの
物語を通して，不断の努力と不屈の心について考える。[言
語材料］間接疑問文

海外の高校生に向けた，伝統野菜についてのグループ発
表を通して，伝統の継続について考える。
［言語材料］動詞の目的語になるif節

平日の生活でよく使われる語句や表現を学習する。

Lesson 7
 Over the Wall

Lesson 8
Inspiration from Nature

Lesson 9
The Bitter Truth behind Chocolate

Lesson 10
Fighting Angel

世界中で壁画を描く活動についての話を通して，世界の
人々と交流する方法について学習する。
［言語材料］関係副詞：where, when

生物模倣についてのオンライン講演の授業を通して，自然
界のデザインをヒントに開発された製品について学習する。
［言語材料］知覚動詞

チョコレートをめぐる現実を取り上げた雑誌記事を通して，
カカオ農園の実態と児童労働及びその解決策について学
習する。
［言語材料］使役動詞

医療と看護の発展に一生を捧げたナイチンゲールの生涯
について学習する。
［言語材料］分詞構文

Lesson 4
Little Hero

Lesson 6
Seeds for Future Generations

Reading 2
Bear’s Pie

Lesson 5
Special Makeup in Kabuki

Reading 1
Mujina



年間指導計画表

単位数 3 年次 1 担当者

必要出席時数 12
レポ－ト提出

回数 9 2

NHK高校講座

令和7年度

⑥ Lesson 6

⑦ Lesson 7

⑨ Lesson 9

⑩ Lesson 10

⑧ Lesson 8

① Lesson 1

レポ－ト内容 単　　元

Warm-Up
Pre-Lesson 1, 2
Lesson 1
　Breakfast around the World

Lesson 2
　　　Australia’s Cute Quokkas

Lesson 3
　　　A Train Driver in Sanriku

Lesson 4　A Miracle Mirror

Extra Target 1

1.必要な情報を聞き取り、話し手・書き手の意図を把握したり、概要や要点を目的に応じてとらえることができる。
2.基本的な語句や文を用いて、情報や考え、気持ちなどを話して伝え合うやり取りを続けたり、論理性に注意して

⑥ Lesson 6

⑦ Lesson 7

⑧ Lesson 8

② Lesson 2

③ Lesson 3

① Lesson 1

② Lesson 2

③ Lesson 3

④ Lesson 4

⑤ Lesson 5

各Lessonの情報を読み取って概要や要約にまとめる学習を行う。
学んだ語句や表現を用いて自分の考えを話したり、書いたりする学習を行う。

①授業中に生徒の言語活動への取り組み状況を観察する。（思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度）
②本文の要約（各LessonのSummary）やPair Talk，Fun Talk!あるいはActivityの各Stepへの取り組みを評価する。（知識・技
能，思考・判断・表現）
評価項目：取り組みの熱心さ，声の大きさ，発音の正確さなど
③本文の内容について読んだり，聞いたりしたことを理解しているかを筆記テストする。（知識・技能，主体的に学習に取り組
む態度）
中間・期末考査／評価問題／補充文法問題／10分間テストなど
④上記課題の内容や提出状況（知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度）

Lesson 10
Pigs from across the Sea

Extra Target 3

Lesson 9
    Fighting Plastic Pollution

アンネ・フランクの生活と日記について
紹介する授業を通して，生きることの意
味について考える。
［言語材料］比較表現

　話して伝え合ったりすることができる。

3.基本的な語句や文を用いて情報や考え、気持ちなどを論理性に注意して話したり書いたりして伝えることができる。

科目

教科書等

学習目標

英語コミュニケーションⅠ

All Aboard!

English CommunicationⅠ

第6回
レポート

第7回
レポート

第8回
レポート

第9回
レポート

Lesson 7  A Diary of Hope

Lesson 8
      A Door to a New Life

評価の観点
と方法

面接指導
スク－リン

グ

第二次世界大戦によって疲弊した沖縄
とハワイ在住の沖縄出身日系アメリカ
人からの援助や，両地域の現在の交
流について学習する。
［言語材料］関係代名詞：who, which

⑨ Lesson 9

⑩ Lesson 10

滋慶学園高等学校

ロボットカフェを紹介する実況中継を通
して，ロボットの可能性について考え
る。
［言語材料］現在完了形

プラスチックごみによる環境汚染と戦う
インドネシアの姉妹の活動を学習す
る。
［言語材料］名詞を後ろから説明する
分詞

Reading 1
　　　　Short Stories in English
Lesson 6
A Funny Picture from the Edo
Period

Lesson 5
　　　　Learning from the Sea

Extra Target 2

3つのショートストーリーを読み，それぞ
れの場面や心情を読み取ってユーモア
を理解する。
江戸時代の浮世絵師，歌川国芳につ
いてのスピーチを通して浮世絵と現代
マンガの関連性について考える。
［言語材料］受け身

学　習　内　容

世界の朝食を紹介するスピーチを通し
て，その特徴や相違を学習する。
［言語材料］be動詞、一般動詞、過去
形

オーストラリアの珍しい野生動物クオッ
カと観光のルールについて学習する。
［言語材料］進行形
被災地を運行する列車運転士のス
ピーチを通して，職業の意義について
考える。
［言語材料］助動詞：can, will

海外の観光地について書かれた
メールを通して，その魅力について
学習する。
［言語材料］to不定詞

居合　育子

東京書籍

④ Lesson 4

⑤ Lesson 5
高校のユニークな部活動を通して，今
好きなことと将来の夢について考える。
［言語材料］動名詞

試験回数

第1回
レポート

第2回
レポート

第3回
レポ－ト

第4回
レポート

第5回
レポート



令和７年度
年間指導計画表

単位数 2 2

4 4 2

１章
情報で問題を解決する

①
第１回
レポート

面接指導
<スク－リング>

スクーリングでは、各回レポートの締切日直近回のレポートを解説します。出席するときには必ずレ
ポートと教科書を持参してください。実技・実習等もまじえた授業ですので積極的に授業へ参加してく
ださい。

１．情報とメディアの特性

２．問題解決の流れ

３．発想法

４．情報モラル

５．個人情報の流出

６．傷つかない傷つけないために

７．著作権

８．情報技術の発展

９．情報化と私たちの生活の変化

10．よりよい情報社会へ

16．色と動画のデジタル表現

評価の観点
と方法

レポートの提出状況や内容、定期考査の得点、スクーリングでの取り組み状況などを総合的に加味し
評価します。

11．コミュニケーション手段の変化

12．ネットコミュニケーションの特徴

13．デジタルの世界へ

14．数値と文字のデジタル表現

15．音と画像のデジタル表現

17．目的に応じたデジタル化

18．情報デザイン

19．ユニバーサルデザイン

20．情報デザインの流れ

21．コンピュータとは何か

22．ソフトウェアの仕組み

23．演算の仕組みとコンピュータの限界

24．アルゴリズムの表現

25．プログラムの基本構造１

レポ－ト内容 単　　元 学　習　内　容 メディア利用学習 学習内容

学習目標
情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活
動を通して、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し、情報社会に主
体的に参画するための資質・能力を育成する

滋慶学園高等学校

科目 情報Ⅰ 年次 担当者 久安　歩

教科書等
新編情報Ⅰ
（東京書籍）

面接指導時数 レポ－ト提出回数 試験回数

26．プログラムの基本構造２

37．データベースの活用

38．さまざまなデータモデル

39．データ分析の流れ

40．目的に合わせたデータの利用

27．発展的なプログラム１

28．発展的なプログラム２

29．モデル化とシミュレーション

30．シミュレーションの活用

31．ネットワークとインターネット

32．インターネットの仕組み

33．サーバとクライアント

34．インターネット上のサービス

35．情報セキュリティ

36．データの形式
④

第４回
レポート

②
第２回
レポート

３章
コンピュータを活用する

③
第３回
レポート

２章
情報を伝える

４章
データを活用する

第１回
（東京書籍）

１章　情報で問題を解決す
る

P.6～11

第２回
（東京書籍）

１章　情報で問題を解決す
る

P.12～19



令和７年度
年間指導計画表

単位数 2 2

4 4 2

第１回
レポート

③

②

①

④
第２回
レポート

教科書等
ビジネス基礎
（実教出版）

面接指導時数 レポ－ト提出回数 試験回数

滋慶学園高等学校

科目 ビジネス基礎 年次 担当者 久安　歩

レポ－ト内容 メディア利用学習単　　元

学習目標
　商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、ビジネスを通じ、
地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力を育成する
ことを目指す。

学　習　内　容

５章
企業活動の基礎

面接指導
<スク－リング>

スクーリングでは、各回レポートの締切日直近回のレポートを解説します。出席するときには必ずレ
ポートと教科書を持参してください。実技・実習等もまじえた授業ですので積極的に授業へ参加してく
ださい。

評価の観点
と方法

レポートの提出状況や内容、定期考査の得点、スクーリングでの取り組み状況などを総合的に加味し
評価します。

　１　ビジネス計算の基礎７章
ビジネス計算

６章
ビジネスと売買取引

　２　ビジネス計算の応用

８章
身近な地域ビジネス

⑤
第３回
レポート

⑧

⑦

⑥

　１　いざビジネスの世界へ

　１　コミュニケーション

　１　ビジネスの種類

　２　小売業

　３　卸売業

　４　物流業

　５　金融業

　６　情報通信業

　１　ビジネスと企業

　２　マーケティングの重要性

　３　資金調達

　４　財務諸表の役割

　５　企業活動と税

　６　雇用

　１　さまざまな地域の魅力と課題

　２　地域ビジネスの動向

　１　売買取引の手順

　２　代金決済

第１回（NHK)
１回　私たちの社会と

ビジネス
・２回　ビジネスとコ
ミュニケーション

第２回（NHK）
12回　ビジネスと企業

・16回　雇用

第４回
レポート

　２　私たちの社会とビジネス
１章

商業の学習とビジネス

２章
ビジネスとコミュニケーション

３章
経済と流通の基礎

　２　ビジネスマナー

　３　情報の入手と活用

　１　経済の仕組みとビジネス

　２　経済活動と流通

４章
さまざまなビジネス



令和7年度
年間指導計画表

必要出席時
数 4

レポ－ト提出
回数 4 試験回数 2

科目 キャリアデザインⅠ 単位数 2 年次

４第回
レポ－ト

①レポート課題の取り組み状況
②各授業の態度、取り組み方
③試験の得点
を総合的に判断し評価します。

評価の観点
と方法

・プロへのビジョン
・夢を実現する３つの基本フォーム
・夢を実現するための３つの行動原則
・Benesseマナビジョン」適職・敵学診断

・今日も笑顔であいさつを
・コミュニケーション
・身だしなみ
・パソコンを上手に使うために
・言葉遣い
・インターネット上の誹謗中傷

・健康診断
・健康的な生活を送るために、健康管理を
・ドラッグについて
・生活習慣病について
・緊急時の対応

第１章
プロの職業人を目指すにあたって

第２章
学校生活編
第３章
日常生活編

第３章
日常生活編

面接指導
<スク－リング>

　インターンシップや地域行事への参加などの体験的学習も積極的に取り入れる。

滋慶学園高等学校

レポ－ト内容

教科書等

学習目標

学　習　内　容

①

②

③

④
第３章
日常生活編

・災害・事故について
・トラブルについて

第１回
レポ－ト

第２回
レポ－ト

第３回
レポ－ト

　生徒の特性及び進路希望に応じ、探求的・体験的な学習活動を取り入れ、コミュニケーション
能力の育成、自己管理能力や協調性の育成を図る。広い視野に立って自らを高め、社会に役
立つ人間として生きていこうとする態度を育て、望ましい勤労観・職業観・価値観の形成・確立を
図る。

Hand-book-of  Life Style

単　　元

2 担当者 髙橋　萌



令和年度
年間指導計画表

必要出席時
数 4

レポ－ト提出
回数 4 試験回数 2

科目 キャリアデザインⅡ 単位数 2 年次

　生徒の特性及び進路希望に応じ、探求的・体験的な学習活動を取り入れ、コミュニケーション
能力の育成、自己管理能力や協調性の育成を図る。広い視野に立って自らを高め、社会に役
立つ人間として生きていこうとする態度を育て、望ましい勤労観・職業観・価値観の形成・確立を
図る。

高校生の進路ノート

単　　元

2・3 担当者 松本　健吾

担当者より一言
　自らを高めること・社会に役立つことを基本的視点とした人間像の実現に向けて創設している
ので、積極的に取り組んで欲しい。

面接指導
<スク－リング>

自己分析と他己分析による自己理解を深めるワークショップや、自己PRや面接対策のポイント
について紹介する。また施設見学や、業界講演を実施し、社会に対する視野を広げる。

滋慶学園高等学校

レポ－ト内容

教科書等

学習目標

学　習　内　容

生き方とライフプラン
これまでの人生を振り返り、人生の軸となるものを考え、豊かな
人生を送るために、生き方とライフプランについて考える。

①

②

③

④

第１回
レポ－ト

第２回
レポ－ト

第３回
レポ－ト

４第回
レポ－ト

①本学習への関心・意欲・態度②問題解決に関する諸能力③キャリアに関する技能・表現力④
本学習を通しての知識・理解とそれらを生かす力などを総合的に判断し、３観点で評価する。

評価の観点
と方法

変化する社会の中で、社会で求められる資質・能力を知る。自
分の個性を知り、自分にあった学び方や適性を考える。

職業についての理解や上級学校での学びを知り、卒業後の進
路選択について考える。学校選びや仕事選びのポイントを知
る。

非言語コミュニケーションや傾聴スキル、Iメッセージやアサー
ティブについて知り、チーム力の大切さを知り、自己PRスキル
を身につける。

変化する社会と求められる資
質・能力

職業理解、上級学校の学び

コミュニケーションスキル、自己
PRスキル


